
判
断
は
「
地
域
で
柔
軟
に
」

　
【
共
同
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
９
）
拡
大
防
止
で
、
安
倍
晋
三
首
相
が
全
国
の

小
中
高
校
な
ど
に
一
斉
の
臨
時
休
校
を
要
請
す
る
考
え
を
示
し
た
こ
と
を
受
け
、
文
部
科
学
省
は
２
８
日
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
な
ど
に
一
斉
休
校
を
正
式
に
要
請
す
る
通
知
を
出
し
た
。
萩
生
田
光
一
文
科
相
は
記
者
会
見

で
「
地
域
や
学
校
の
実
情
を
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ
っ
て
い
い
」
と
し
、
時
期
や
期
間
は
各
教
委
な
ど

が
柔
軟
に
判
断
す
る
よ
う
求
め
た
。

一
斉
休
校
要
請
を
正
式
通
知

経
済
の
減
速
懸
念
が
強
ま
っ

た
。
企
業
が
相
次
い
で
業
績

を
下
方
修
正
し
、
悪
影
響
が

顕
在
化
。
欧
州
株
も
大
き
く

下
げ
、
２
８
日
の
東
京
市
場

で
も
日
経
平
均
の
下
げ
幅

は
一
時
９
５
０
円
を
超
え
、

２
万
１
０
０
０
円
を
割
り

込
ん
だ
。
世
界
的
な
株
安
の

連
鎖
が
止
ま
ら
な
い
状
況
に

陥
っ
た
。

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
２
２

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
同

＝
吉
無
田
修
】
２
７
日
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場

の
ダ
ウ
工
業
株
３
０
種
平

均
は
急
落
し
、
前
日
比
１ 

１
９
０
・
９
５
ド
ル
安
の
２ 

万
５
７
６
６
・
６
４
ド
ル
で

取
引
を
終
え
た
。
１
日
の

下
げ
幅
と
し
て
過
去
最
大

だ
っ
た
。
肺
炎
を
引
き
起
こ

す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
う
世
界

１
１
９
０
ド
ル
急
落
、
肺
炎
懸
念

　

安
倍
首
相
は
２
７
日
、
一

斉
休
校
に
つ
い
て
週
明
け
３

月
２
日
か
ら
春
休
み
に
入
る

ま
で
と
し
た
が
、
仕
事
を
持

つ
保
護
者
ら
の
間
で
は
困
惑

が
広
が
る
。
萩
生
田
氏
の
発

言
は
休
校
実
施
の
権
限
を
持

つ
各
教
委
に
難
し
い
判
断
を

迫
る
も
の
で
、
既
に
対
応
に

差
が
出
て
い
る
。
自
治
体
の

首
長
か
ら
は
「
周
知
や
議
論

の
期
間
が
あ
ま
り
に
も
な

い
」
な
ど
と
す
る
批
判
の
声

も
あ
が
り
、
今
後
、
混
乱
が

さ
ら
に
広
が
り
そ
う
だ
。

　

安
倍
首
相
は
２
８
日
の
衆

院
予
算
委
員
会
で
「
今
が
ま

さ
に
感
染
の
拡
大
の
ス
ピ
ー

ド
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
極

め
て
重
要
な
時
期
」
と
理
解

を
求
め
た
。

〜
２
３
日
に
開
か
れ
た
２
０

カ
国
・
地
域
（
Ｇ
２
０
）
財

務
相
・
中
央
銀
行
総
裁
会
議

は
新
型
肺
炎
対
策
で
「
全
て

の
利
用
可
能
な
政
策
手
段
を

用
い
る
」
方
針
で
一
致
。
日

米
欧
の
政
府
、
中
央
銀
行
は

景
気
下
支
え
策
を
迫
ら
れ
そ

う
だ
。

　

東
京
外
国
為
替
市
場
で
は

安
全
通
貨
と
さ
れ
る
円
が
買

わ
れ
、
一
時
、
１
ド
ル
＝

１
０
８
円
台
を
つ
け
た
。

　

ダ
ウ
平
均
は
６
営
業
日

連
続
の
下
落
で
、
終
値
が

２
万
６
０
０
０
ド
ル
を
下
回

る
の
は
昨
年
８
月
下
旬
以
来

半
年
ぶ
り
。
前
週
末
か
ら
の

下
げ
幅
は
３
２
０
０
ド
ル
余

り
と
な
っ
た
。
今
月
１
２
日

の
過
去
最
高
値
（
２
万
９
５ 

５
１
・
４
２
ド
ル
）
か
ら
の

下
落
率
は
１
０
％
を
超
え

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

「
震
源
地
」
中
国
の
国
外
で

感
染
者
が
拡
大
。
米
国
で
も

徐
々
に
広
が
っ
て
お
り
、
先

世
界
株
安
、
連
鎖
止
ま
ら
ず

文
科
相
見
解
、
混
乱
拡
大
も

「
復
興
五
輪
」
期
待
せ
ず
８
５
％

「
浸
透
」
６
４
％
の
首
長
と
落
差

（１） ２０２０年第５４３７号  ２月 ２９日 （土曜日）
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衆院予算委で新型コロナウイルス対策について説明
する安倍首相＝２８日午前（共同）

閣議後に記者会見する萩生田文科相（中央）＝２８日午前、
国会（共同）

新
型
肺
炎
「
休
校
責
任
持
つ
」

首
相
、
パ
ー
ト
収
入
減
を
支
援

の
困
難
が
発
生
す
る
場
合
が

あ
る
」
と
検
討
す
る
意
向
を

言
明
。
仕
事
を
休
む
不
利
益

が
生
じ
な
い
よ
う
、
休
業
手

当
の
一
部
を
補
助
す
る
雇
用

調
整
助
成
金
を
拡
充
す
る
と

も
言
及
し
た
。
一
連
の
政
府

対
応
に
関
連
し
「
直
ち
に
経

費
の
不
足
が
見
込
ま
れ
る
状

況
に
は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
経
済
へ
の
影
響
は

「
大
き
な
下
振
れ
リ
ス
ク
が

生
じ
な
い
よ
う
、
必
要
で
あ

れ
ば
、
思
い
切
っ
た
対
策
を

し
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

　

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
相

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
２
８
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
肺
炎
拡
大
を
受
け

た
全
国
の
小
中
高
校
な
ど
へ

の
休
校
要
請
は
自
ら
の
政
治

的
判
断
だ
と
強
調
し
た
。「
極

め
て
切
迫
し
た
時
間
的
制
約

の
中
、
最
後
は
政
治
が
全
責

任
を
持
っ
て
判
断
す
べ
き
だ

と
考
え
、
今
回
の
決
断
を
下

し
た
」
と
述
べ
た
。
収
入
減

が
生
じ
る
パ
ー
ト
労
働
者
な

ど
保
護
者
へ
の
支
援
策
検
討

　

一
斉
休
校
の
理
由
で
は
、

萩
生
田
氏
が「
専
門
家
か
ら
、

学
校
が
集
団
感
染
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
か
ね
て
意
見
が
あ

り
、
政
府
が
大
方
針
を
示
し

た
」
と
説
明
。
実
効
性
担
保

の
た
め
「
基
本
的
に
自
宅
で

過
ご
し
、
不
要
不
急
の
外
出

を
し
な
い
よ
う
関
係
省
庁
に

協
力
を
求
め
る
」
と
し
た
。

授
業
な
ど
が
行
わ
れ
な
い
こ

と
に
は
「
学
習
の
著
し
い
遅

れ
が
な
い
よ
う
工
夫
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　

要
請
を
受
け
た
各
地
で
は

十
分
な
準
備
期
間
が
な
く
、

子
ど
も
が
ど
う
過
ご
す
か

や
、
保
護
者
の
負
担
を
ど
う

軽
減
す
る
か
と
い
っ
た
点
へ

の
懸
念
が
広
が
る
。
萩
生
田

氏
は
「
政
府
と
し
て
責
任
を

「
習
氏
来
日
は
成
果
必
要
」

新
型
肺
炎
で
延
期
も
選
択
肢

極
め
て
重
要
だ
。
引
き
続
き

私
か
ら
の
発
信
も
含
め
、
政

府
と
し
て
適
切
に
対
応
し
て

い
く
考
え
だ
」と
力
説
し
た
。

政
府
対
応
を
説
明
す
る
た

め
、
２
９
日
に
も
記
者
会
見

を
す
る
方
向
で
調
整
に
入
っ

た
。

　

一
方
、
休
校
要
請
に
関
し

「
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
も

の
で
は
な
い
。
地
方
公
共
団

体
や
学
校
法
人
な
ど
で
適
切

に
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
を

期
待
す
る
」
と
発
言
し
た
。

　

首
相
は
中
小
企
業
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
「
経
営
上

よ
る
と
、
日
本
人
や
韓
国
人

の
電
子
ビ
ザ
（
Ｅ
ビ
ザ
）
申

請
も
同
日
か
ら
で
き
な
く

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
発
給

さ
れ
た
Ｅ
ビ
ザ
は
有
効
と
い

う
。

　

イ
ン
ド
政
府
は
、
中
国
人

に
対
し
て
２
月
５
日
以
前
に

発
給
さ
れ
た
ビ
ザ
を
取
り
消

し
、
新
た
な
申
請
を
必
要
と

　

首
相
は
「
国
際
的
課
題
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
中
国

と
日
本
が
責
任
を
果
た
し
て

い
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し

た
い
」
と
応
じ
た
。
習
氏
来

日
時
の
成
果
と
し
て
両
国
関

係
を
新
た
に
規
定
す
る
重
要

文
書
「
第
５
の
政
治
文
書
」

が
念
頭
に
あ
る
と
み
ら
れ

る
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
、
茂
木
敏

充
外
相
と
楊
氏
の
会
談
で

は
、習
氏
来
日
に
関
し「
１
０

年
に
一
度
の
こ
と
で
十
分
な

成
果
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
」と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

茂
木
氏
は
湖
北
省
武
漢
市
か

ら
の
邦
人
帰
国
へ
の
協
力

を
「
高
く
評
価
す
る
」
と
伝

達
。
楊
氏
は
感
染
症
対
策
へ

の
日
本
の
支
持
に
謝
意
を
示

し
「
共
に
困
難
を
乗
り
越
え

て
い
く
考
え
だ
」と
語
っ
た
。

　

首
相
側
近
の
北
村
滋
国
家

安
全
保
障
局
長
も
楊
氏
と
個

別
に
協
議
し
た
。

　
【
共
同
】
安
倍
晋
三
首
相

は
２
８
日
、
来
日
し
た
中
国

外
交
担
当
ト
ッ
プ
の
楊
潔
チ

（
竹
カ
ン
ム
リ
に
后
の
一
口

が
虎
）・
共
産
党
政
治
局
員

と
官
邸
で
会
談
し
、
４
月
に

予
定
す
る
習
近
平
国
家
主
席

の
国
賓
来
日
に
つ
い
て
「
十

分
な
成
果
を
上
げ
る
た
め
、

入
念
な
準
備
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
伝
え
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
肺
炎
拡
大
で
一
部
の
日

中
準
備
会
合
が
停
滞
し
て
お

り
、
両
国
は
感
染
の
影
響
を

見
極
め
な
が
ら
延
期
も
選
択

肢
に
入
れ
て
最
終
判
断
す
る

構
え
だ
。

　

習
氏
来
日
に
関
し
、
楊
氏

は
「
非
常
に
重
要
な
意
義
が

あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
準
備

を
し
っ
か
り
と
こ
な
し
て
い

く
」
と
強
調
。
東
京
五
輪
・

到
着
ビ
ザ
の
発
給
一
時
停
止

イ
ン
ド
、
日
本
人
と
韓
国
人
に

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
地

球
の
周
囲
を
回
る
直
径
数

メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
物
体
の

画
像
を
捉
え
た
と
、
米
ハ
ワ

イ
島
の
ジ
ェ
ミ
ニ
天
文
台
が

２
７
日
、
発
表
し
た
。
観
測

チ
ー
ム
は
岩
石
で
で
き
た

「
ミ
ニ
月
」
の
可
能
性
が
あ

る
と
す
る
一
方
、
宇
宙
ご
み

な
ど
の
人
工
物
か
も
し
れ
ず

「
特
定
に
は
さ
ら
に
デ
ー
タ

が
必
要
だ
」
と
し
て
い
る
。

　

物
体
は
１
５
日
に
米
ア
リ

ゾ
ナ
大
の
チ
ー
ム
が
発
見
。

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小

惑
星
と
み
ら
れ
、
３
年
ほ
ど

前
か
ら
地
球
を
周
回
し
て
い

る
よ
う
だ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

投
稿
し
て
い
る
。

　

徐
々
に
遠
ざ
か
っ
て
お

り
、
４
月
に
は
地
球
の
軌
道

か
ら
離
れ
る
見
通
し
と
い

う
。岩
石
の
小
天
体
の
場
合
、

地
球
の
周
囲
を
回
る
も
の
が

見
つ
か
っ
た
の
は
２
０
０
６

年
以
来
。
宇
宙
ご
み
の
場
合

は
打
ち
上
げ
ら
れ
た
ロ
ケ
ッ

ト
の
残
骸
な
ど
の
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
。

　

物
体
は
国
際
天
文
学
連
合

（
Ｉ
Ａ
Ｕ
）
に
よ
り
「
２
０
２ 

０
Ｃ
Ｄ
３
」
と
名
付
け
ら
れ

た
。
ジ
ェ
ミ
ニ
天
文
台
の

チ
ー
ム
は
今
月
２
４
日
に
口

径
８
メ
ー
ト
ル
の
望
遠
鏡
で

撮
影
し
た
。
０
６
年
に
見
つ

か
っ
た
小
天
体
も
そ
の
後
、

地
球
か
ら
離
れ
た
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

支
持
す
る
と
明
言
し
た
。

行
き
不
安
が
強
ま
っ
た
。
米

金
融
大
手
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・

サ
ッ
ク
ス
が
２
７
日
、
２
０ 

２
０
年
の
米
企
業
業
績
の
利

益
見
通
し
を
下
方
修
正
し
た

こ
と
も
売
り
材
料
と
な
っ

た
。

　

ハ
イ
テ
ク
株
主
体
の
ナ
ス

ダ
ッ
ク
総
合
指
数
は
４
１
４ 

・
２
９
ポ
イ
ン
ト
安
の
８
５ 

６
６
・
４
８
と
大
幅
反
落
し

た
。

　

投
資
家
が
リ
ス
ク
回
避
の

姿
勢
を
強
め
、
相
対
的
に
安

全
な
資
産
と
さ
れ
る
米
国
債

が
買
わ
れ
た
。
長
期
金
利
の

持
っ
て
対
応
す
る
」と
強
調
。

安
倍
首
相
も
予
算
委
で
「
経

済
界
に
も
、
有
給
休
暇
を
取

り
や
す
い
よ
う
対
応
し
て
く

だ
さ
い
と
お
願
い
す
る
」
と

し
た
が
、
具
体
策
は
言
及
し

な
か
っ
た
。

　

学
校
保
健
安
全
法
は
、
感

染
症
予
防
を
目
的
と
し
た
休

校
の
権
限
が
あ
る
の
は
学
校

の
設
置
者
と
規
定
。
公
立
は

各
自
治
体
の
教
委
、
私
立
は

学
校
法
人
で
、
今
回
の
要
請

は
法
的
な
強
制
力
は
な
い
。

　

文
科
省
の
担
当
者
も
２
８

日
に
記
者
会
見
し
、
各
教
委

な
ど
が
休
校
し
な
い
判
断

を
す
る
こ
と
は
排
除
し
な
い

と
し
た
上
で
「
自
治
体
の
判

断
は
否
定
し
な
い
が
、
国
と

し
て
は
休
校
を
お
願
い
し
た

い
」
と
強
調
し
た
。
部
活
動

も
同
様
に
自
粛
を
求
め
た
。

　

年
度
末
の
評
価
で
は
必
ず

し
も
試
験
な
ど
は
必
要
な
い

と
し
、
授
業
時
間
が
確
保
で

き
な
か
っ
た
と
し
て
も
卒
業

や
修
了
は
弾
力
的
な
対
応
を

要
請
。
感
染
で
高
校
入
試
な

ど
を
受
験
で
き
な
い
場
合
は

追
試
の
検
討
も
求
め
た
。

　

担
当
者
は
通
知
が
２
８
日

に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
に
「
申

し
訳
な
く
思
う
。
い
ろ
ん
な

調
整
が
あ
り
、
最
短
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
の
通
知
だ
っ
た
」

と
陳
謝
し
た
。

指
標
と
な
る
１
０
年
債
の
利

回
り
は
一
時
１
・
２
４
１
％

と
３
日
連
続
で
過
去
最
低
を

更
新
し
た
。
原
油
先
物
相
場

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
減
少

懸
念
か
ら
続
落
し
、
指
標
の

米
国
産
標
準
油
種（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）

が
昨
年
１
月
以
来
の
安
値
で

取
引
を
終
え
た
。

　

ダ
ウ
平
均
の
構
成
銘
柄
で

は
Ｉ
Ｔ
大
手
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
の
下
落
率
が
７
％
に
達
し

た
。
前
日
に
業
績
予
想
を
下

方
修
正
し
た
こ
と
が
嫌
気
さ

れ
た
。
一
方
、
マ
ス
ク
需
要

の
高
ま
り
を
受
け
、
化
学
・

事
務
用
品
の
３
Ｍ
（
ス
リ
ー

エ
ム
）
は
買
わ
れ
た
。

　

中
国
は
、
３
月
５
日
か
ら

北
京
で
開
会
を
予
定
し
て
い

た
全
国
人
民
代
表
大
会
（
全

人
代
）
の
延
期
を
決
定
。
今

月
開
催
を
計
画
し
て
い
た
日

中
次
官
級
の
協
議
な
ど
複
数

の
会
合
が
延
期
さ
れ
、
来
日

が
先
送
り
さ
れ
る
と
の
見
方

が
出
て
い
る
。
外
務
省
幹
部

は
「
首
脳
会
談
の
成
果
が
上

が
ら
な
い
状
況
な
ら
、
来
日

　
【
共
同
】
東
日
本
大
震
災

や
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
で
被
災
し
、
災
害
公
営

住
宅
に
住
む
岩
手
、
宮
城
、

福
島
３
県
の
被
災
者
の
８
５ 

％
が
、
東
京
五
輪
が
復
興
の

役
に
立
つ
と
は
期
待
し
て
い

な
い
こ
と
が
２
８
日
、
共
同

通
信
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分

か
っ
た
。
３
県
の
被
災
４
２

市
町
村
長
へ
の
調
査
で
は
、

６
４
％
の
２
７
人
が
「
復
興

五
輪
」
の
理
念
は
浸
透
し
て

い
る
と
回
答
。
開
幕
が
近
づ

き
自
治
体
が
準
備
を
本
格
化

さ
せ
る
中
、
家
族
や
自
宅
を

失
っ
た
被
災
者
と
の
温
度
差

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

被
災
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
昨

年
１
２
月
に
対
面
で
１
０
０

人
に
実
施
。
五
輪
が
地
域

の
復
興
や
生
活
再
建
に
役
立

つ
か
尋
ね
る
と
「
期
待
し
な

い
」
が
６
７
人
、「
ど
ち
ら

す
る
措
置
を
実
施
。
日
本
か

ら
到
着
す
る
航
空
便
の
搭
乗

客
に
体
温
検
査
を
す
る
な
ど

の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
で
は
こ
れ
ま
で
に

新
型
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が

３
人
確
認
さ
れ
て
い
る
。

小
さ
な
月
？
地

球
回
る
物
体

米
天
文
台
撮
影

か
と
い
う
と
期
待
し
な
い
」

が
１
８
人
で
計
８
５
人
だ
っ

た
。

　

自
由
意
見
で
は「
五
輪
と
、

生
活
が
良
く
な
る
か
は
別
。

災
害
対
策
に
お
金
を
か
け
て

ほ
し
い
」（
福
島
県
南
相
馬

市
・
７
２
歳
女
性
）、「
誰
も

話
題
に
し
て
い
な
い
」（
宮

城
県
東
松
島
市
・
６
９
歳
男

性
）と
冷
め
た
声
が
目
立
つ
。

　

期
待
は
１
５
人
。「
震
災

を
世
界
に
伝
え
る
機
会
に

な
る
」（
岩
手
県
宮
古
市
・

１
３
歳
男
性
）、「
海
外
の
人

が
東
京
か
ら
足
を
延
ば
し
、

被
害
を
感
じ
て
く
れ
れ
ば
」

（
東
松
島
市
・
５
８
歳
男
性
）

な
ど
、
世
界
へ
の
ア
ピ
ー
ル

の
場
と
捉
え
る
意
見
が
あ
っ

た
。

　

首
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

昨
年
１
２
月
か
ら
今
年
１
月

に
実
施
。
同
様
に
「
理
念

は
浸
透
し
て
い
る
か
」
と
質

問
し
た
前
年
の
同
時
期
と
比

べ
、
浸
透
し
て
い
る
と
答
え

た
首
長
は
７
人
増
え
た
。

　

期
待
す
る
こ
と
も
質
問

（
複
数
回
答
）。「
復
興
状
況

の
Ｐ
Ｒ
」
が
３
６
人
と
圧
倒

的
に
多
く
、「
訪
日
客
の
誘

致
」
が
１
９
人
、
原
発
事
故

の
「
風
評
被
害
の
払
拭
」
が

１
８
人
と
続
い
た
。

　

著
書
に
「
ス
ポ
ー
ツ
と
震

災
復
興
」
が
あ
る
宇
都
宮
大

の
中
村
祐
司
教
授（
行
政
学
）

は
「
華
や
か
な
五
輪
と
元
に

戻
ら
な
い
日
常
の
落
差
が
大

き
く
、『
復
興
』
と
い
う
言

葉
に
違
和
感
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
指
摘
。「
国
や

自
治
体
は
、
五
輪
後
も
見
据

え
て
一
過
性
の
盛
り
上
が
り

に
頼
ら
な
い
取
り
組
み
を
考

え
て
い
く
べ
き
だ
」
と
し
て

い
る
。

は
、
政
府
に
よ
る
２
週
間
の

行
事
自
粛
要
請
に
関
し
「
ど

う
な
る
か
は
今
の
段
階
で
言

う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
主

張
。
要
請
を
継
続
す
る
可
能

性
を
問
わ
れ
「
そ
う
い
う
場

合
も
あ
る
が
、
ま
ず
全
力
で

こ
の
１
、２
週
間
取
り
組
む
」

と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

　

橋
本
聖
子
五
輪
相
は
７
月

２
４
日
に
開
幕
予
定
の
東
京

五
輪
に
関
し
「
ど
う
い
う
状

況
が
あ
っ
て
も
、
大
会
が
開

催
で
き
る
ん
だ
と
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
に
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

　

国
民
民
主
党
の
渡
辺
周
氏

ら
へ
の
答
弁
。
予
算
委
は

２
０
２
０
年
度
予
算
案
の
締

め
く
く
り
質
疑
を
実
施
し
、

予
算
案
を
可
決
し
た
。

も
表
明
。
自

民
党
の
森
山

裕
国
対
委
員

長
は
首
相
か

ら
の
法
整
備

の
指
示
に
関

し
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
特
別

措
置
法
改
正

を
検
討
し
て

い
る
と
記
者

団
に
明
か
し

た
。

　

首
相
は

「
国
民
へ
の

情
報
発
信
は

延
期
が
論
理
的
に
は
あ
り
得

る
」
と
述
べ
た
。

　

楊
氏
の
来
日
は
昨
年
６
月

以
来
。
２
９
日
ま
で
日
本
に

滞
在
す
る
。
楊
氏
は
首
相
と

の
会
談
後
、記
者
団
に
「（
習

氏
の
）
訪
問
が
成
功
と
な
る

よ
う
、
双
方
が
各
方
面
で
意

思
疎
通
を
強
め
て
い
く
べ
き

だ
」
と
話
し
た
。

　
【
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
共
同
】

イ
ン
ド
入
国
管
理
局
は
２
７

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
肺
炎
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
日
本
人
と
韓
国
人
に

対
す
る
到
着
ビ
ザ
の
発
給
を

一
時
的
に
停
止
す
る
と
発
表

し
た
。
再
開
時
期
は
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

在
イ
ン
ド
日
本
大
使
館
に



一
部
で
休
業
、
休
暇
措
置
も

ラ
・
マ
ガ
リ
ャ
ン
エ
ス
氏
に

対
し
、「
ヴ
ェ
ラ
は
嘘
を
つ

い
て
い
る
。
私
が
拡
散
し
た

な
ど
と
い
う
ビ
デ
オ
を
流
し

て
み
ろ
」
と
挑
発
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
、
ヴ
ェ
ラ
氏

は
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
通
じ
、
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
が
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
内
で
拡
散
し
た
ビ
デ
オ
を

３
本
流
し
た
。
そ
の
う
ち
の

１
本
に
は
、
２
０
１
８
年
の

大
統
領
選
期
間
中
に
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
が
暴
漢
に
刺
さ
れ
た

映
像
が
含
ま
れ
て
い
た
、
ま

た
、
別
の
ビ
デ
オ
に
は
、
今

年
の
カ
ー
ニ
バ
ル
を
過
ご
し

た
グ
ア
ル
ジ
ャ
で
の
バ
イ
ク

姿
や
、
就
任
式
の
映
像
も
含

ま
れ
て
い
た
。

　
「
２
０
１
５
年
の
デ
モ
の

も
の
な
ら
、
な
ぜ
２
０
１
８

年
の
映
像
が
収
め
ら
れ
て
い

る
の
か
」
と
、
ヴ
ェ
ラ
氏
は

大
統
領
の
弁
に
矛
盾
が
あ
る

こ
と
を
改
め
て
指
摘
。
エ
ス

タ
ー
ド
紙
も
大
統
領
が
事
実

に
反
す
る
発
言
で
ヴ
ェ
ラ
氏

を
攻
撃
し
た
こ
と
を
嘆
く
声

明
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
件
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
内

で
話
題
を
呼
び
、「
♯
う
そ

つ
き
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
」
は
、
翌

２
８
日
に
か
け
て
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
上
で
も
っ
と
も
多
く
あ

が
っ
た
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
と

な
っ
た
。

　
【
既
報
関
連
】
中
国
を
発
生
源
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
―
１
９
）
の
世
界
的
流
行
に
よ
り
、
中
国
か
ら
の
部
品
が
届
か
な
く
な
っ
た
こ

と
で
、
伯
国
内
で
も
工
場
の
生
産
活
動
な
ど
へ
の
影
響
が
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
週
は
、
検
査
基
準
が
変
更
さ
れ
た
上
に
、
伯
国
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
正
式
に

確
認
さ
れ
た
こ
と
で
、
伯
国
保
健
省
が
毎
日
発
表
し
て
い
る
「
検
査
中
」
の
人
の

数
が
急
増
し
た
。
２
８
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

省
で
は
、
今
年
の
国
内
総
生

産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
予
測

を
下
方
修
正
す
る
可
能
性
も

出
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
２
月
の
聖
市
の
天
気

は
「
異
常
気
象
」
と
も
言
え

る
も
の
だ
っ
た
。
国
立
気
象

観
測
所
（
Ｉ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
）
に

よ
る
と
、
今
月
の
降
水
量
は

４
８
３
・
６
ミ
リ
で
、
７
７

年
前
の
観
測
開
始
以
来
、
２

月
と
し
て
は
史
上
最
多
を
記

録
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
記
録

　

２
７
日
は
伯
国
内
で
の
コ

ロ
ナ
抑
制
政
策
で
も
大
き
な

動
き
が
あ
っ
た
。
保
健
省
が

連
日
発
表
し
て
い
る
「
感
染

疑
い
で
検
査
中
」
の
数
字
が
、

２
６
日
の
１
１
州
２
０
人
か

ら
６
倍
以
上
の
１
６
州
１
３

２
人
に
増
え
た
の
だ
。
同
省

に
よ
る
と
「
検
査
中
」
の
前

段
階
、「
検
査
が
必
要
か
分

析
中
」
の
人
も
２
１
３
人
い

る
と
い
う
。
こ
の
２
１
３
人

が
加
わ
れ
ば
検
査
中
の
人
数

は
３
０
０
人
を
超
す
。

　

２
３
日
ま
で
は
、
発
熱
、

咳
な
ど
の
症
状
に
加
え
て
、

中
国
や
日
本
な
ど
８
カ
国
へ

の
渡
航
歴
が
あ
る
と
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
検
査
の
対
象

さ
れ
て
い
た
が
、
２
４
日
に

は
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
か
ら
の
輸
入
部
品
滞
る

　

今
回
の
生
放
送
の
中
で
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
「
議
会
を

尊
重
し
、
最
高
裁
の
判
断
に

は
従
う
」
と
発
言
し
た
一
方

で
、「
下
院
で
は
こ
の
半
年

と
い
う
も
の
、
連
邦
政
府
に

よ
る
提
案
が
進
捗
し
な
い
」

と
語
り
、
支
持
者
た
ち
の
前

で
議
会
批
判
を
行
っ
た
。

　

だ
が
、
大
統
領
は
、
連
邦

政
府
が
提
出
し
た
ど
の
提
案

を
優
先
し
て
審
議
し
て
ほ
し

い
の
か
の
具
体
的
な
希
望
は

口
に
し
て
い
な
い
。
連
邦
政

府
内
で
は
、
パ
ウ
ロ
・
ゲ
デ

ス
経
済
相
を
は
じ
め
と
す
る

経
済
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
税
制

改
革
な
ど
の
経
済
政
策
審
議

を
急
い
で
ほ
し
い
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
状
況
だ
。

オ
を
拡
散
し
た
、
と
さ
れ
る

疑
惑
を
否
定
し
た
。

　
「
私
は
辞
任
も
し
な
い
し
、

任
期
中
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
金

は
払
わ
な
い
」
と
大
統
領

は
語
り
、「
あ
の
報
道
の
後
、

ほ
ぼ
全
て
の
メ
デ
ィ
ア
が
、

私
が
あ
の
デ
モ
を
支
持
す
る

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
か
の
如
く
報
じ
た
。
だ

が
、
送
っ
た
の
は
２
０
１
５

年
に
行
わ
れ
た
デ
モ
の
も
の

で
、
送
っ
た
の
も
、
ワ
ッ
ツ

ア
ッ
プ
で
数
１
０
人
規
模
の

話
だ
」
と
続
け
た
。

　

さ
ら
に
、
同
件
を
最
初
に

報
じ
、
ビ
デ
オ
２
本
を
流
し

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ヴ
ェ

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は

２
７
日
、
自
身
の
ネ
ッ
ト
上

で
の
生
放
送
で
、
反
連
邦
議

会
、
反
最
高
裁
の
抗
議
集
会

を
呼
び
か
け
た
こ
と
を
否
定

し
、
議
会
や
マ
ス
コ
ミ
を
責

め
た
。
し
か
し
、
抗
議
集
会

の
呼
び
か
け
に
関
し
て
は
、

事
実
と
異
な
る
発
言
を
行
っ

た
。
２
８
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
２
７

日
、
自
身
が
毎
週
行
っ
て
い

る
ネ
ッ
ト
で
の
生
放
送
で
、

２
５
日
に
報
道
さ
れ
た
、
３

月
１
５
日
に
行
わ
れ
る
予
定

の
反
連
邦
議
会
、
反
最
高
裁

の
デ
モ
を
呼
び
か
け
る
ビ
デ ２

年
前
の
刺
傷
シ
ー
ン
映
る

　

伯
国
電
気
電
子
工
業
会

（
Ａ
ｂ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
）
の
ウ
ン

ベ
ル
ト
・
バ
ル
バ
ト
会
長
に

よ
る
と
、
伯
国
内
の
情
報
機

器
関
連
工
場
の
労
働
者
２
万

〜
３
万
人
は
、
一
時
的
な
時

短
や
集
団
休
暇
な
ど
の
対
象

と
な
る
と
い
う
。

　

バ
ル
バ
ト
氏
は
、「
中
国
以

外
の
別
の
国
か
ら
必
要
な
部

品
を
調
達
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
」
と
語
る
。
先
週
の
時

点
で
５
７
％
の
工
場
が
何
ら

か
の
問
題
を
抱
え
、
１
９
％

が
部
分
的
休
業
の
実
施
も
し

く
は
計
画
中
だ
っ
た
。

　

聖
州
ジ
ャ
グ
ア
リ
ウ
ナ
、

タ
ウ
バ
テ
、
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス

各
市
に
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
メ
ー
カ
ー
（
モ
ト
ロ
ー
ラ
、

Ｌ
Ｇ
、
サ
ム
ス
ン
）
の
製
造

工
場
で
は
一
時
的
に
、
集
団

休
暇
や
生
産
停
止
な
ど
の

措
置
を
取
っ
て
い
る
。
伯
国

内
で
生
産
さ
れ
る
電
子
機
器

は
、
８
０
％
が
ア
ジ
ア
か
ら

輸
入
さ
れ
る
部
品
で
生
産
さ

れ
て
い
る
。
中
国
産
部
品
が

４
２
％
、
そ
の
他
の
ア
ジ
ア

諸
国
産
が
３
８
％
だ
。

　

ま
た
、
電
子
機
器
、
オ
ー

ト
バ
イ
メ
ー
カ
ー
が
多
く
集

ま
る
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
ウ

ス
の
自
由
貿
易
エ
リ
ア
（
Ｚ

Ｆ
Ｍ
）
で
は
、
工
場
側
と
組

合
側
で
影
響
が
長
引
い
た
場

合
の
対
応
策
が
話
し
合
わ
れ

て
い
る
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
販
売

店
も
、
部
品
調
達
や
製
品
輸

入
が
出
来
ず
、
生
産
停
止
や

新
モ
デ
ル
の
発
表
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
市
株
式
市
場
指
数
（
Ｉ

ｂ
ｏ
ｖ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
）
は
２
６

日
に
７
％
、
２
７
日
に
２
・

６
％
下
落
し
た
が
、
経
済
省

は
、
有
効
な
経
済
活
性
化
策

を
打
ち
出
せ
ず
に
い
る
。
同

２７日のボウソナロ氏
（Live via Agencia Brasil）

エ
ン
リ
ケ
・
マ
ン
デ
ッ
タ
保
健

相
（
中
央
）
と
ジ
ョ
ア
ン
・
ド

リ
ア
聖
州
知
事
（
左
）（
聖
州

政
府
よ
り
）

反議会デモ問題

は
１
９
９
５
年
に
記
録
し
た

４
４
５
ミ
リ
で
、
従
来
の
月

間
平
均
で
あ
る
２
４
６
ミ
リ

の
ほ
ぼ
２
倍
の
雨
が
降
っ
た

こ
と
に
な
る
。
異
常
な
の
は

降
水
量
だ
け
で
な
く
、
平
均

最
低
気
温
も
、
こ
れ
ま
で
の

月
間
平
均
の
１
９
・
７
度
を

か
な
り
下
回
る
こ
と
に
な
り

そ
う
だ
と
い
う
。
今
日
も
最

低
気
温
は
１
６
度
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。こ
の
調
子
で
は
、

ビ
ー
ル
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

な
ど
、
夏
に
こ
そ
稼
ぎ
た
い

産
業
が
大
打
撃
を
受
け
て
い

る
の
で
は
。

　
　
　
　
　

◎

　

大
聖
市
圏
Ａ
Ｂ
Ｃ
地
区
で

起
き
た
宝
石
商
の
ゴ
ン
サ
ウ

ヴ
ェ
ス
一
家
殺
人
事
件
か
ら

２
８
日
で
１
カ
月
が
経
過
し

た
が
、
裁
判
所
は
す
で
に
殺

害
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
、
一

家
の
長
女
ア
ナ
フ
ラ
ヴ
ィ
ア

容
疑
者
を
は
じ
め
と
し
た
５

人
の
容
疑
者
の
拘
束
を
さ
ら

に
１
カ
月
延
長
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
る
。
こ
の
事
件
で

は
、
ア
ナ
フ
ラ
ヴ
ィ
ア
容
疑

者
の
恋
人
の
カ
リ
ー
ナ
・
ラ

モ
ス
容
疑
者
が
計
画
と
殺
害

の
実
行
犯
と
す
る
説
と
、
カ

リ
ー
ナ
容
疑
者
の
い
と
こ
ら

の
男
性
容
疑
者
た
ち
が
一
方

的
に
殺
害
を
行
っ
た
と
す
る

説
が
あ
る
が
、
果
た
し
て
？

　
　
　
　
　

◎

　

今
週
末
は
サ
ッ
カ
ー
の
聖

州
選
手
権
第
８
節
が
行
わ
れ

る
。
注
目
は
、
今
日
１
６
時

か
ら
パ
カ
エ
ン
ブ
ー
・
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
な
わ
れ
る
サ
ン

ト
ス
対
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
の
伝

統
カ
ー
ド
。
聖
州
４
強
の
中

で
も
、
仕
上
が
り
が
順
調
で

優
勝
候
補
の
両
チ
ー
ム
が
ど

う
い
う
試
合
を
展
開
す
る
か

が
見
も
の
だ
。
ま
た
、
明
日

は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
本
拠
地

モ
ル
ン
ビ
で
強
敵
ポ
ン
テ
・

プ
レ
ッ
タ
を
迎
え
て
行
う
一

戦
が
注
目
さ
れ
る
。

果
、
癌
細
胞
が
消
滅
し
て
い

な
い
こ
と
が
判
明
し
、
免
疫

療
法
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た

と
２
８
日
付
伯
字
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

こ
れ
は
２
７
日
に
、
聖
市

シ
リ
オ
・
リ
バ
ネ
ス
病
院
が

発
表
し
た
も
の
だ
。

　

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
の
医
師

団
は
先
週
、
化
学
療
法
は
目

覚
し
い
成
果
を
見
せ
、
胃
や

肝
臓
に
あ
っ
た
腫
瘍
は
消
え

た
と
発
表
。
最
終
判
定
は
生

体
組
織
検
査
で
明
ら
か
に
な

る
、
と
の
見
解
を
表
明
し
て

い
た
。

　

だ
が
、
肥
大
し
た
リ
ン
パ

節
の
生
体
検
査
で
、
癌
細
胞

が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。「
化
学
療
法
は
効
果

を
発
揮
し
た
が
、
癌
撲
滅
に

は
至
ら
な
か
っ
た
」
と
担
当

医
の
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ウ
イ
ッ
プ
医

師
は
語
っ
て
い
る
。

　

医
師
団
は
既
に
、
同
市

長
に
対
す
る
免
疫
療
法
を
、

２
６
日
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。

こ
れ
は
免
疫
細
胞
に
癌
の
進

行
、
転
移
を
止
め
さ
せ
る
療

法
だ
。
こ
の
療
法
は
副
作
用

が
少
な
い
が
、
甲
状
腺
機
能

の
昂
進
や
減
退
を
招
き
、
疲

労
感
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。

　

免
疫
療
法
は
８
月
ま
で
の

半
年
間
で
、
３
週
間
お
き
に

治
療
を
受
け
る
が
、
１
回
の

治
療
は
３
０
分
程
度
で
、
入

院
は
不
要
だ
。
免
疫
療
法
後

も
継
続
治
療
が
必
要
か
は
同

療
法
終
了
後
に
判
断
さ
れ
る

が
、
手
術
を
行
う
可
能
性
も

残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
【
既
報
関
連
】
２
４
日
夜
、

北
東
部
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
の
港

か
ら
出
航
直
後
に
事
故
が
起

き
、
砂
地
に
乗
り
上
げ
て
傾

い
た
ま
ま
停
泊
し
て
い
る
大

型
タ
ン
カ
ー
は
、
積
載
能
力

の
上
限
に
近
い
荷
を
積
ん
で

い
た
事
や
、
オ
イ
ル
漏
れ
を

起
こ
し
て
い
る
事
が
明
ら
か

に
な
っ
た
と
２
７
、２
８
日
付

伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ポ
ラ
リ
ス
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
社

（
韓
国
）
が
管
理
・
運
航
す

る
Ｍ
Ｖ
ス
テ
ー
ラ
ー
・
バ
ナ
ー

号
は
、
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
サ
ン
ル

イ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
鉄
鉱

石
２
９
万
４
８
０
０
ト
ン
を

積
み
込
ん
だ
後
、
中
国
に
向

け
て
出
航
し
た
。

　

し
か
し
、
サ
ン
マ
ル
コ
ス

湾
を
離
れ
た
直
後
の
午
後
９

時
半
頃
、
舳
先
に
近
い
部
分

が
海
底
に
接
触
し
て
破
損
。

２
カ
所
か
ら
浸
水
が
起
き
た

た
め
、
船
長
は
沈
没
を
避
け

る
べ
く
、
同
州
の
沖
１
０
０

キ
ロ
の
所
に
あ
る
砂
地
に
船

を
乗
り
上
げ
さ
せ
、
傾
い
た

状
態
で
停
泊
さ
せ
た
。

　

海
軍
は
マ
ラ
ニ
ョ
ン
州
港

湾
局
に
危
機
管
理
事
務
所
を

設
置
。
２
７
日
に
は
、
船
の

引
き
揚
げ
作
業
を
頼
ま
れ
た

ア
ル
デ
ン
ト
・
グ
ロ
ー
バ
ル
社

の
関
係
者
２
人
を
含
む
関
連

企
業
の
代
表
者
と
、
危
機
管

理
事
務
所
の
メ
ン
バ
ー
、
国

立
再
生
可
能
天
然
資
源
・
環

境
院
（
Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
）
な
ど

の
監
視
機
関
の
代
表
者
が
会

合
を
持
ち
、
今
後
の
対
応
の

あ
り
方
を
協
議
し
た
。

　

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
が
タ
ン
カ
ー

に
積
み
込
ん
だ
鉄
鉱
石
の

量
を
明
ら
か
に
し
た
の
は

２
７
日
の
事
で
、
そ
の
他
に

も
３
５
０
０
ト
ン
の
残
油
と

１
４
０
ト
ン
の
蒸
留
油
を
積

ん
で
い
た
は
ず
だ
と
い
う
。

　

Ｉ
ｂ
ａ
ｍ
ａ
に
よ
る
と
、

２
６
日
の
時
点
で
は
オ
イ
ル

漏
れ
な
ど
の
環
境
汚
染
は
起

き
て
い
な
か
っ
た
が
、
海
軍
は

２
７
日
、
船
の
周
り
に
オ
イ

ル
漏
れ
を
示
す
シ
ミ
が
出
来

　

サ
ッ
カ
ー
監
督
と
し
て
グ

レ
ミ
オ
を
率
い
、
１
９
８
３

年
に
は
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ

ス
杯
と
ト
ヨ
タ
杯
を
制
覇
。

１
９
９
７
年
に
は
日
本
で

も
、
Ｊ
リ
ー
グ
の
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
（
当
時
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ

川
崎
）
も
率
い
た
ヴ
ァ
ウ
ジ
ー

ル・エ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
氏（
７
２
）

が
２
７
日
、
リ
オ
市
で
亡
く

な
っ
た
。

　

同
氏
は
、
日
本
の
本
田
圭

佑
も
所
属
す
る
リ
オ
の
ボ
タ

フ
ォ
ゴ
の
テ
ク
ニ
カ
ル
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
を
務
め
て
い
た
。

　

エ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
氏
は

１
９
８
９
年
に
も
、ボ
タ
フ
ォ

ゴ
を
率
い
て
リ
オ
州
選
手
権

で
優
勝
し
た
経
歴
を
持
つ
。

ボ
タ
フ
ォ
ゴ
は
こ
の
優
勝
で
、

２
１
年
間
に
及
ぶ
無
冠
時
代

に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　

同
氏
は
腸
が
ん
を
患
っ
て

お
り
、
容
態
が
悪
化
し
た
た

め
、
１
７
日
に
手
術
を
受
け

た
が
回
復
せ
ず
、
帰
ら
ぬ
人

と
な
っ
た
。
通
夜
は
リ
オ
市

南
部
ボ
タ
フ
ォ
ゴ
地
区
の
ボ

タ
フ
ォ
ゴ
本
部
で
行
わ
れ
、

２
８
日
朝
、
リ
オ
市
記
念
墓

地
に
埋
葬
さ
れ
た
。

　

３
７
年
前
、
故
人
と
は
選

手
と
監
督
の
関
係
で
グ
レ
ミ

オ
の
ク
ラ
ブ
世
界
一
に
貢
献

外国為替市況
中銀サイトより

2月28日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.4866  R$
買　4.4851  R$

円相場
売　0.0416  R$
買　0.0416  R$

「
５
年
前
の
も
の
」と
主
張
も

能
力
超
え
た
積
荷
が
原
因
？

癌
細
胞
は
完
全
に
は
消
え
ず

感
染
被
疑
者
が
６
倍
に
急
増

免
疫
療
法
に
よ
る
治
療
を
開
始

警
戒
対
象
国
増
え
た
結
果

エ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
氏
７
２
歳
で
死
去

グ
レ
ミ
オ
率
い
、
ク
ラ
ブ
世
界
一

沈
没
危
機
の
大
型
タ
ン
カ
ー

聖市コーヴァス市長

（２）２０１９年 第５４３７号 ２月 ２９日 （土曜日）

伯国電子機器産業に痛手コ ロ ナ
ウイルス

　

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス

聖
市
市
長
（
３
９
、
民
主

社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
８

回
に
及
ぶ
化
学
療
法
を
終
え

た
が
、
生
体
組
織
検
査
の
結

て
い
る
と
発
表
し
た
。

　

Ｖ
ａ
ｌ
ｅ
社
は
ペ
ト
ロ
ブ

ラ
ス
社
に
協
力
を
請
い
、
オ

イ
ル
漏
れ
や
そ
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
の
対
策

を
講
じ
て
い
る
が
、
今
回
の

事
故
で
環
境
汚
染
が
確
認
さ

れ
れ
ば
、
５
年
足
ら
ず
の
間

に
３
度
目
の
責
任
を
問
わ
れ

る
事
に
な
る
。
最
初
の
環
境

汚
染
は
、
１
５
年
１
１
月
に

ミ
ナ
ス
州
マ
リ
ア
ナ
で
起
き

た
子
会
社
の
サ
マ
ル
コ
社
の

鉱
滓
ダ
ム
決
壊
事
故
に
よ
る

も
の
で
、
２
度
目
は
、
１
９

年
１
月
に
同
州
ブ
ル
マ
ジ
ー

ニ
ョ
で
起
き
た
同
社
の
ダ
ム

決
壊
事
故
に
よ
る
も
の
だ
。

し
た
現
グ
レ
ミ
オ
監
督
の
レ

ナ
ト・
ガ
ウ
ー
シ
ョ
氏
は
、「
悲

し
い
知
ら
せ
と
と
も
に
目
覚

め
た
。
エ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
氏
は

自
分
に
と
っ
て
、
２
番
目
の

父
、
年
の
離
れ
た
兄
の
よ
う

な
存
在
だ
っ
た
。
冥
福
を
祈

り
ま
す
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

残
し
た
。

　

ま
た
、
現
役
時
代
に
エ
ス

ピ
ノ
ー
ザ
氏
に
指
導
を
受
け

た
元
セ
レ
ソ
ン
Ｆ
Ｗ
の
ロ
マ
ー

リ
オ
上
議
も
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
追
悼
文
を
投
稿
し

た
。

イ
ラ
ン
な
ど
、
合
計
８
カ
国

が
加
わ
っ
た
。「
警
戒
対
象
国

が
１
６
カ
国
に
増
え
た
こ
と

が
、
検
査
人
数
が
大
幅
に
増

え
た
理
由
」
と
政
府
は
説
明

し
て
い
る
。



　

２
０
１
９
年ね

ん

１
１
月が

つ

１
４
日か

（
木も

く

）・
１
５
日に

ち

（
金き

ん

）
に

か
け
て
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

が
行お

こ
な
わ
れ
た
。
５
月が

つ

１
日た

ち

に
行お

こ
な
わ
れ
た
「
剣け

ん

璽じ

等と
う

継け
い

承し
ょ
うの
儀ぎ

」
と
、
１
０
月が

つ

２
２
日に

ち

の
「
即そ

く

位い

礼れ
い

正せ
い

殿で
ん

の

儀ぎ

」
に
よ
っ
て
、
天て

ん

皇の
う

の
位く

ら
い
の
継け

い

承し
ょ
うは
済す

ん
で
い
る
は
ず
だ

が
、
こ
れ
ら
に
加く

わ

え
て
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

を
行お

こ
な
う
意い

味み

は
ど
こ
に
あ
る

の
か
？　

実じ
つ

は
そ
こ
に
我わ

が
国く

に

の
文ぶ

ん

化か

伝で
ん

統と
う

の
深ふ

か

い
「
根ね

っ
こ
」

が
秘ひ

め
ら
れ
て
い
る
。

　

稲い
ね

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

儀ぎ

礼れ
い

と
し
て
毎ま

い

年と
し

、
秋あ

き

に
行お

こ
な
わ
れ
る
の
が
、
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

で
あ
り
、
天て

ん

皇の
う

が
即そ

く

位い

さ
れ
た
最さ

い

初し
ょ

の
年と

し

に
行お

こ
な
わ
れ
る

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

が
、
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

で
あ
る
。
こ
の
「
に
い
な
め
」
と
い
う

不ふ

思し

議ぎ

な
言こ

と

葉ば

の
語ご

源げ
ん

を
辿た

ど

る
と
、
そ
の
「
根ね

っ
こ
」
が
見み

え

て
く
る
。

　

工く

藤ど
う

隆た
か
し・
大だ

い

東と
う

文ぶ
ん

化か

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
『
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

―
天て

ん

皇の
う

制せ
い

と
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
源げ

ん

流り
ゅ
う』
で
、も
と
は
「
ニ
フ
ノ
イ
ミ
」
だ
っ

た
の
が
、「
ニ
フ
ナ
ミ
」
か
ら
「
ニ
ヒ
ナ
メ
」
と
な
っ
た
、
と
い

う
説せ

つ

を
提て

い

示じ

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
ニ
フ
」
と
は
「
産う

ぶ

屋や

」、「
ノ
イ
ミ
」
は
「
の
忌い

み
」
で
、
合あ

わ
せ
る
と
「
産う

ぶ

屋や

の
忌い

み
」
と
な
る
。

　
「
産う

ぶ

屋や

」
と
い
う
の
は
、
新あ

た
ら
し
く
収

し
ゅ
う

穫か
く

さ
れ
た
稲い

な

穂ほ

は
新あ

ら

た

に
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
「
稲い

な

魂だ
ま

」
で
あ
る
と
い
う
考か

ん
が
え
方か

た

か
ら
来く

る
。
マ

レ
ー
半は

ん

島と
う

で
は
、
ま
さ
に
こ
の
「
産う

ぶ

屋や

の
忌い

み
」
を
示し

め

す
古こ

代だ
い

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

儀ぎ

礼れ
い

が
伝つ

た

わ
っ
て
い
る
。

　
巫み

女こ

が
田た

に
出で

か
け
、
前ま

え

も
っ
て
定さ

だ

め
て
お
い
た
母ぼ

穂ほ

束た
ば

か

ら
稲い

な

魂だ
ま

を
収お

さ

め
取と

る
。「
米よ

ね

児ご

」
と
呼よ

ば
れ
る
七し

ち

本ほ
ん

の
稲い

ね

束た
ば

を

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

「
安や

す

国く
に

と
知ち

ろ
し
め
せ
」と
の
聖せ

い

な
る
使し

命め
い

２０１９年
ねん

１１月
がつ

７日
か

版
ばん

魂た
ま

籠か
ご

に
納お

さ

め
る
。・
・
・
家い

え

で
は
主し

ゅ

婦ふ

が
そ
の
魂た

ま

籠か
ご

を
迎む

か

え
、

寝し
ん

室し
つ

に
迎む

か

え
入い

れ
、
枕ま

く
らの
用よ

う

意い

し
て
あ
る
寝し

ん

具ぐ

用よ
う

の
ご
ざ
む

し
ろ
の
上う

え

に
安あ

ん

置ち

し
、
規き

定て
い

の
呪じ

ゅ

儀ぎ

の
あ
と
で
白は

く

布ふ

を
か
ぶ

せ
て
お
く
。

　
そ
の
あ
と　

主し
ゅ

婦ふ

は
、
三み

っ

日か

間か
ん

「
産さ

ん

褥じ
ょ
くに
あ
る
と
き
に
守ま

も

ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
と
ま
っ
た
く
同お

な

じ
タ
ブ
ー
」
を
厳げ

ん

守し
ゅ

す

る
。・
・
・

　
一い

っ

方ぽ
う

、
田た

に
遺の

こ

さ
れ
て
い
た
母ぼ

穂ほ

束た
ば

は
最さ

い

後ご

に
主し

ゅ

婦ふ

に
よ
っ

て
刈か

り
取と

ら
れ
、
家い

え

に
持も

ち
帰か

え

ら
れ
る
。「
稲い

な

魂だ
ま

の
母は

は

」「
新

あ
た
ら

し
い
母は

は

」
と
呼よ

ば
れ
、
子こ

を
出

し
ゅ
っ

産さ
ん

し
た
母は

は

と
し
て
扱あ

つ
かわ
れ
る
。

［
１
，　
４
１
０
２
］

　

水す
い

田で
ん

耕こ
う

作さ
く

は
揚よ

う

子す

江こ
う

の
中

ち
ゅ
う

下か

流り
ゅ
うで
始は

じ

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

６
～
５
千せ

ん

年ね
ん

に
は
稲い

な

作さ
く

を
始は

じ

め
て
い
た
の

が
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

で
、
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
黄こ

う

河が

文ぶ
ん

明め
い

よ
り
古ふ

る

い
。
し
か
し
、

戦せ
ん

闘と
う

的て
き

な
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

に
追お

い
や
ら
れ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

南な
ん

部ぶ

か
ら
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
に
移う

つ

り
、
一い

ち

部ぶ

は
台た

い

湾わ
ん

か
ら
日に

本ほ
ん

に
や
っ
て
き
た
と
考

か
ん
が

え
ら
れ
て
い
る
［
Ａ
］。
し
た
が
っ
て
、
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

と
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
類る

い

似じ

し
た
農の

う

耕こ
う

儀ぎ

礼れ
い

が
残の

こ

っ
て
い
て
も
不ふ

思し

議ぎ

で
は
な

い
。

　

我わ

が
国く

に

で
も
古こ

代だ
い

に
は
、
一い

っ

般ぱ
ん

民み
ん

衆し
ゅ
うの
家い

え

々い
え

で
同ど

う

様よ
う

の
「
産う

ぶ

屋や

の
忌い

み
」
が
行お

こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、『
萬ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』
に
は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
和わ

歌か

も
あ
る
。

　

誰た
れ

そ
こ
の
屋や

の
戸と

押お

そ
ぶ
る
新に

ふ

嘗な
み

に
わ
が
背せ

を
遣や

り
て
斉い

は

ふ
こ
の
戸と

を

　
き
ょ
う
は
ニ
イ
ナ
メ
な
の
で
私わ

た
しの
愛い

と

し
い
あ
な
た
を
外そ

と

に
出だ

し
て
儀ぎ

礼れ
い

を
行

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
誰だ

れ

か
（
あ
な
た
）

が
（
ま
る
で
訪お

と
ず
れ
て
き
た
神か

み

の
よ
う
に
）
戸と

を
押お

し
て
揺ゆ

ら

し
て
い
ま
す
）［
１
，　
１
８
２
５
］

　
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

儀ぎ

礼れ
い

に
は
「
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

の
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
要よ

う

素そ

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
揃そ

ろ

っ
て
い
る
」
と
、
工く

藤ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
「
巫み

女こ

」
は
サ
カ
ツ
コ
（
酒し

ゅ

造ぞ
う

児じ

）、「
稲い

な

魂だ
ま

」
は
神し

ん

聖せ
い

な
稲い

ね

、

「
稲い

な

魂だ
ま

を
収お

さ

め
取と

る
」
行

ぎ
ょ
う

事じ

は
抜ぬ

き

穂ほ

、「
寝し

ん

室し
つ

」
は
大だ

い

嘗し
ょ
う

殿で
ん

内な
い

陣じ
ん

、
寝し

ん

具ぐ

用よ
う

の
ご
ざ
む
し
ろ
は
白し

ら

端べ
り
の

御お
ん

帖た
た
み、「
白は

く

布ふ

」
は

衾ふ
す
ま、「
枕ま

く
ら」
は
坂さ

か

枕ま
く
らな
ど
に
対た

い

応お
う

す
る
。［
１
，　
４
１
１
２
］

　
サ
カ
ツ
コ
は
「
酒さ

け

（
サ
カ
）
の
（
ツ
）
童ど

う

女じ
ょ

・
巫み

女こ

（
コ
）」

で
、
稲い

ね

か
ら
酒さ

け

を
造つ

く

る
未み

婚こ
ん

の
娘む

す
めで
あ
る
。
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

で
は
悠ゆ

紀き

、
主す

基き

両り
ょ
う

国こ
く

の
現げ

ん

地ち

か
ら
占う

ら
ない
で
選え

ら

ば
れ
る
。
こ
の
サ
カ

ツ
コ
が
「
抜ぬ

穂ほ

」、
す
な
わ
ち
育そ

だ

っ
た
稲い

ね

を
抜ぬ

く
。
そ
し
て
大だ

い

嘗し
ょ
う

宮ぐ
う

に
向む

か
う
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

に
お
い
て
も
、
神し

ん

聖せ
い

な
稲い

ね

の
黒く

ろ

木き

輿の
こ
しの

前ま
え

を
、
白し

ろ

木き

輿の
こ
しに
乗の

っ
て
先せ

ん

導ど
う

す
る
。

　

大だ
い

嘗し
ょ
う

殿で
ん

内な
い

陣じ
ん

に
は
、
敷し

き
布ぶ

団と
ん

（
白し

ら

端べ
り
の

御お
ん

帖た
た
み）、
枕ま

く
ら
（
坂さ

か

枕ま
く
ら）、
夜よ

着ぎ

（
単ひ

と
え
）、
掛か

け
布ぶ

団と
ん

（
衾ふ

す
ま
）
と
寝し

ん

具ぐ

一い
っ

式し
き

が
揃そ

ろ

っ

て
い
る
。こ
れ
が
何な

に

を
意い

味み

す
る
の
か
、い
ろ
い
ろ
な
説せ

つ

が
あ
る
。

し
か
し
、
上

じ
ょ
う

述じ
ゅ
つの
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
「
米よ

ね

児ご

を
寝し

ん

具ぐ

用よ
う

の
ご
ざ
む

し
ろ
の
上う

え

に
安あ

ん

置ち

し
」
と
い
う
点て

ん

に
引ひ

き
比く

ら

べ
る
と
分わ

か
り
や

す
い
。
稲い

ね

の
新し

ん

生せ
い

児じ

を
寝ね

か
し
て
お
く
寝し

ん

具ぐ

な
の
だ
。

　

衾ふ
す
まは
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

の
シ
ー
ン
に
も
出で

て
く
る
。
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の

孫ま
ご

・
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
生う

ま
れ
た
ば
か
り
の
姿す

が
たで
「
真ま

床と
こ

追お
う

衾ふ
す
ま」
に
く
る
ま
れ
て
、
地ち

上じ
ょ
うに
送お

く

ら
れ
た
。「
ニ
ニ
ギ
」
と
は

「
日に

本ほ
ん

米ま
い

の
原げ

ん

種し
ゅ

で
あ
る
古こ

代だ
い

の
赤あ

か

米ま
い

が
赤あ

か

ら
ん
で
実み

の

っ
た
姿

す
が
た

を
い
う
も
の
」
と
、本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

は
『
古こ

事じ

記き

伝で
ん

』
で
解か

い

釈し
ゃ
くし
た
。

そ
こ
か
ら
「
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
稲い

な

穂ほ

の
稔み

の

り
を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うす
る
穀こ

く

童ど
う

を
意い

味み

す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。［
２
，　
３
２
４
］

　
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
「
米よ

ね

児ご

」
を
寝し

ん

具ぐ

に
安あ

ん

置ち

す
る
の
と
、『
古こ

事じ

記き

』
で
「
穀こ

く

童ど
う

」
が
寝し

ん

具ぐ

に
く
る
ま
っ
て
地ち

上じ
ょ
うに
天あ

ま

降く
だ

る
の

と
、
こ
の
酷こ

く

似じ

は
偶ぐ

う

然ぜ
ん

で
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
孫ま

ご

の
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を
降こ

う

臨り
ん

さ
せ
た
狙ね

ら

い
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
天て

ん

孫そ
ん

降こ
う

臨り
ん

が
決き

め
ら

れ
た
経け

い

緯い

は
、「
大お

お

祓は
ら
え

詞の
こ
と
ば」
と
い
う
祝の

り

詞と

の
冒ぼ

う

頭と
う

に
こ
う
語か

た

ら
れ
て
い
る
。

　

八や

百お

万よ
ろ
ずの
神か

み

等な
ど

を
神か

む

集つ
ど

え
た
ま
ひ
、
神か

み

議は
か

り
に
謀は

か

り
た

ま
ひ
て
、
我わ

が
皇す

め

御み

孫ま

命の
み
こ
とは
、
豊と

よ

葦あ
し

原は
ら

の
瑞み

ず

穂ほ

国の
く
にを
安や

す

国く
に

と
平た

い

ら
け
く
知し

ろ
し
め
せ
と
事こ

と

依よ

さ
し
ま
つ
り
き
。［
２
，　

５
５
３
］

　

す
な
わ
ち
高た

か

天ま
が

原は
ら

の
神か

み

々が
み

が
相そ

う

談だ
ん

し
た
結け

っ

果か

に
基も

と

づ
い
て

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

が
「
我わ

が
皇す

め

御み

孫ま

命の
み
こ
と」
す
な
わ
ち
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ

コ
ト
に
、「
豊と

よ

葦あ
し

原は
ら

の
瑞み

ず

穂ほ

国の
く
に」
を
「
安や

す

国く
に

」、
安や

す

ら
か
な
国く

に

と
す
る
よ
う
治お

さ

め
よ
、
と
委い

任に
ん

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
豊と

よ

葦あ
し

原は
ら

の
瑞み

ず

穂ほ

国の
く
に」
に
つ
い
て
、
皇こ

う

學が
っ

館か
ん

大だ
い

学が
く

・
真ま

弓ゆ
み

常つ
ね

忠た
だ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
こ
う
語か

た

る
。

　
わ
が
国く

に

の
古ふ

る

い
呼よ

び
名な

を
「
豊と

よ

葦あ
し

原は
ら

の
瑞み

ず

穂ほ

国の
く
にと
い
う
。

豊ゆ
た

か
な
稲い

な

穂ほ

の
稔み

の

り
に
恵め

ぐ

ま
れ
た
国く

に

を
意い

味み

す
る
。
葦あ

し

の
豊ゆ

た

か
に
茂し

げ

る
原は

ら

は
み
ず
み
ず
し
い
稲い

ね

も
育そ

だ

つ
と
の
経け

い

験け
ん

に
よ
っ
た

名な

で
あ
る
が
、
必か

な
ら
ず
し
も
あ
る
が
ま
ま
の
姿す

が
た
で
は
な
く
、
多た

分ぶ
ん

に
期き

待た
い

と
祈い

の

り
を
こ
め
た
誉ほ

め
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。

　
日に

本ほ
ん

の
神し

ん

話わ

を
記し

る

す
『
古こ

事じ

記き

』
に
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
は
じ
め
て
稲い

ね

を
得え

ら
れ
た
と
き
、
こ
れ
こ
そ
が
天て

ん

下か

万ば
ん

民み
ん

の

「
食く

い
て
活い

く
べ
き
も
の
」
と
さ
れ
て
、「
斉ゆ

庭に
わ

の
穂い

な
ほ
（
高た

か

天ま
が

原は
ら

の
神し

ん

聖せ
い

な
稲い

な

穂ほ

）」
を
皇こ

う

孫そ
ん

ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
に
授さ

ず

け
ら
れ

て
、
天あ

ま

降く
だ

ら
し
め
ら
れ
た
と
伝つ

た

え
る
。・
・
・

　
天て

ん

上じ
ょ
うの
稲い

ね

を
地ち

上じ
ょ
うに
移う

つ

し
替か

え
て
、
こ
の
国く

に

を
文も

字じ

通ど
お

り

稲い
な

穂ほ

の
豊ゆ

た

か
に
実み

の

る
国く

に

に
し
よ
う
と
い
う
の
が
、
古こ

人じ
ん

の
共

き
ょ
う

通つ
う

の
願ね

が

い
で
あ
っ
た
。［
２
，
３
２
８
］

　
わ
ざ
わ
ざ
赤あ

か

子ご

を
天あ

ま

降く
だ

り
さ
せ
た
と
い
う
の
は
、
生う

ま
れ
た

ば
か
り
の
新し

ん

生せ
い

児じ

ほ
ど
霊れ

い

威い

が
強つ

よ

い
と
い
う
古こ

代だ
い

の
信し

ん

仰こ
う

に
よ

る
も
の
ら
し
い
。

　

新あ
ら

た
に
収

し
ゅ
う

穫か
く

さ
れ
た
稲い

な

穂ほ

を
嬰え

い

児じ

と
見み

立た

て
て
、
丈

じ
ょ
う

夫ぶ

に

育そ
だ

つ
よ
う
寝ね

床ど
こ

に
く
る
む
と
い
う
点て

ん

で
は
、
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
古こ

俗ぞ
く

も
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

も
共

き
ょ
う

通つ
う

で
あ
る
が
、
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

で
は
そ
れ
を

民み
ん

間か
ん

習し
ゅ
う

俗ぞ
く

に
終お

わ
ら
せ
ず
に
、
国こ

っ

家か

の
始し

原げ
ん

の
物も

の

語が
た
りに
位い

置ち

づ
け
て
い
る
点て

ん

が
異こ

と

な
る
。

　

新あ
た
ら
し
く
生う

ま
れ
た
稲い

な

穂ほ

を
迎む

か

え
る
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

・
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

も
、

基き

本ほ
ん

的て
き

に
は
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
古こ

俗ぞ
く

と
同お

な

じ
起き

源げ
ん

を
持も

っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
降こ

う

臨り
ん

に
も
関か

ん

係け
い

が
あ
り
そ
う

だ
が
、
実じ

っ

際さ
い

、
ど
の
よ
う
な
儀ぎ

式し
き

が
行お

こ
なわ
れ
る
の
か
。

　

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

で
は
、
冬と

う

至じ

の
頃こ

ろ

の
一つ

い

日た
ち

、
夜よ

る

７
～
９
時じ

に
天て

ん

皇の
う

が
悠ゆ

紀き

殿で
ん

に
進す

す

ま
れ
て
儀ぎ

式し
き

を
行お

こ
ない
、
そ
の
晩ば

ん

の
午ご

前ぜ
ん

２
時じ

か

ら
は
主す

基き

殿で
ん

で
同お

な

じ
儀ぎ

式し
き

を
繰く

り
返か

え

す
。
冬と

う

至じ

の
頃こ

ろ

に
行お

こ
な
わ

れ
る
理り

由ゆ
う

を
工く

藤ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
こ
う
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
。

　
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』に
よ
れ
ば
、初し

ょ

代だ
い

神じ
ん

武む

か
ら
持じ

統と
う

天て
ん

皇の
う（
４
１

代だ
い

）
ま
で
は
、前ぜ

ん

天て
ん

皇の
う

の
死し

→
新し

ん

天て
ん

皇の
う

の
誕た

ん

生じ
ょ
うが
基き

本ほ
ん

だ
っ
た
。

［
１
，　
４
４
２
６
］

　

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

当と
う

日じ
つ

の
行

ぎ
ょ
う

事じ

は
、
季き

節せ
つ

の
衰す

い

弱じ
ゃ
くの
秋あ

き

の
部ぶ

分ぶ
ん

が

前ぜ
ん

天て
ん

皇の
う

の
衰す

い

弱じ
ゃ
くお
よ
び
稲い

ね

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

に
対た

い

応お
う

し
た
午ご

後ご

九く

時じ

頃ご
ろ

か
ら
の
ユ
キ
殿で

ん

で
の
行

ぎ
ょ
う

事じ

で
あ
り
、
深し

ん

夜や

零ぜ
ろ

時じ

前ぜ
ん

後ご

が
冬ふ

ゆ

の

極き
わ

ま
り
で
季き

節せ
つ

の
仮か

死し

、
す
な
わ
ち
前ぜ

ん

天て
ん

皇の
う

の
死し

（
天て

ん

皇の
う

霊れ
い

の
持じ

続ぞ
く

性せ
い

と
い
う
視し

点て
ん

か
ら
は
仮か

死し

）
ま
た
収

し
ゅ
う

穫か
く

後ご

の
稲い

ね

の

仮か

死し

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
、
午ご

前ぜ
ん

二に

時じ

頃ご
ろ

か
ら
の
ス
キ
殿で

ん

で
の
行

ぎ
ょ
う

事じ

は

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
「
安や

す

国く
に

と
知し

ろ
し
め
せ
」
と

       

委い

任に
ん

さ
れ
て
地ち

上じ
ょ
う

に
下お

ろ

さ
れ
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
使し

命め
い

を
                                          

新し
ん

天て
ん

皇の
う

が
継つ

ぐ
儀ぎ

式し
き

が
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

だ
っ
た
。

（３） ２０２０年第５４３７号 	 ２月	２９日	（土曜日）

季き

節せ
つ

の
復ふ

っ

活か
つ

の
春は

る

の
始は

じ

ま
り
、
新あ

た
ら
し
い
稲い

ね

の
子こ

の
誕た

ん

生じ
ょ
う、
新し

ん

天て
ん

皇の
う

の
誕た

ん

生じ
ょ
うを
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
て
い
る
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。［
１
，　

４
４
３
８
］

　

悠ゆ

紀き

殿で
ん

、
主す

基き

殿で
ん

で
の
儀ぎ

式し
き

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

天て
ん

皇の
う

は
斎さ

い

戒か
い

沐も
く

浴よ
く

の
後あ

と

、
神か

み

に
食

し
ょ
く

事じ

を
捧さ

さ

げ
、
御お

ん

自み
ず
から
も
箸は

し

を
と
ら
れ
る
。『
国こ

く

史し

大だ
い

事じ

典て
ん

』
の
説せ

つ

明め
い

を
引い

ん

用よ
う

す
る
と
：

　

陪ば
い

膳ぜ
ん

の
采う

ね

女め

た
ち
が
奉ほ

う

仕し

し
て
、
八は

ち

重ち
ょ
う

畳じ
ょ
うの
東ひ

が
し
の
神か

ん

座ざ

と
御ご

座ざ

に
米こ

め

と
粟あ

わ

の
飯め

し

・
粥か

ゆ

に
黒く

ろ

酒き

・
白し

ろ

酒き

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た

数か
ず

々か
ず

の
料

り
ょ
う

理り

の
品し

な

々じ
な

の
神か

み

と
天て

ん

皇の
う

の
膳ぜ

ん

を
並な

ら

べ
る
。
天て

ん

皇の
う

は

神か
み

の
食け

薦ご
も

の
上う

え

に
神し

ん

饌せ
ん

の
品し

な

々じ
な

を
十

じ
ゅ
う

枚ま
い

の
葉ひ

ら

盤で

に
取と

り
分わ

け

た
も
の
を
供そ

な

え
、
そ
の
神し

ん

饌せ
ん

の
上う

え

に
神み

酒き

を
そ
そ
ぐ
。
そ
し

て
天て

ん

皇の
う

も
箸は

し

を
と
っ
て
た
べ
る
形か

た
ちを
と
る
。
こ
の
神し

ん

事じ

が
神し

ん

饌せ
ん

親し
ん

供く

で
あ
る
。

　
こ
れ
が
、
悠ゆ

紀き

殿で
ん

の
夕ゆ

う

御み

饌け

、
主す

基き

殿で
ん

の
朝あ

さ

御み

饌け

と
繰く

り

返か
え

さ
れ
る
。こ
の
儀ぎ

式し
き

は
ど
う
い
う
意い

味み

を
持も

っ
て
い
る
の
か
？　

真ま

弓ゆ
み

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
こ
う
説と

か
れ
る
。

　
そ
の
稲い

ね

は
、
皇こ

う

祖そ

天あ
ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

よ
り
授さ

ず

け
ら
れ
た
「
斉ゆ

庭に
わ

の

穂ほ

」
で
あ
る
。
そ
れ
は
皇こ

う

祖そ

＝
日ひ

の

神か
み

の
霊れ

い

異い

が
こ
も
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
き
こ
し
め
す
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

：　
お
食た

べ
に
な
る
）
こ

と
は
、
皇こ

う

祖そ

の
霊れ

い

威い

を
身み

に
体た

い

し
、
大お

お

御み

神か
み

と
ご
一い

っ

体た
い

に
な
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
意い

義ぎ

を
も
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る

の
が
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

で
あ
り
、
そ
れ
を
年ね

ん

々ね
ん

く
り
返か

え

し
て
霊れ

い

威い

の
更こ

う

新し
ん

を
は
か
ら
れ
る
の
が
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

で
あ
る
。［
２
，　
５
７
６
］

　

工く

藤ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
、
西さ

い

郷ご
う

信の
ぶ

綱つ
な

・
横よ

こ

浜は
ま

市し

立り
つ

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
次つ

ぎ

の
指し

摘て
き

を
引い

ん

用よ
う

し
て
い
る
。

　
世せ

ぜ々

の
天て

ん

皇の
う

は
み
な
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
命み

こ
とで
あ
り
、
新あ

ら

た
な
ホ

ノ
ニ
ニ
ギ
の
命み

こ
と
と
し
て
初し

ょ

代だ
い

の
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の
命み

こ
と
を
大だ

い

嘗し
ょ
う

宮ぐ
う

で
再さ

い

演え
ん

す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
た
ん
に
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
位く

ら
いを
受う

け

継つ

ぐ
の
で
は
な
く
、
高た

か

天ま
が

原は
ら

直じ
き

伝で
ん

の
君く

ん

主し
ゅ

と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
新し

ん

規き

に
瑞み

ず

穂ほ

の
国く

に

に
降こ

う

臨り
ん

す
る
。［
１
，　
４
４
１
６
］

　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
天て

ん

皇の
う

は
代だ

い

々だ
い

、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
の
生う

ま
れ
変か

わ
り
で
あ
り
、
新あ

た
ら
し
い
天て

ん

皇の
う

と
な
ら
れ
る
際さ

い

に
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

を
お
迎む

か

え
し
て
、「
安や

す

国く
に

と
平た

い

ら
け
く
知し

ろ
し
め

せ
」
と
の
委い

任に
ん

を
新あ

ら

た
に
受う

け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
毎ま

い

年と
し

の
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

で
も
こ
れ
を
繰く

り
返か

え

さ
れ
、
こ
の
「
聖せ

い

な
る
使し

命め
い

」
を
確か

く

認に
ん

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

も
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

も
、
皇こ

う

室し
つ

だ
け
の
儀ぎ

式し
き

で
は
な
い
。
国こ

く

民み
ん

も
様さ

ま

々ざ
ま

な
形か

た
ちで
参さ

ん

加か

す
る
。
ま
ず
悠ゆ

紀き

殿で
ん

、
主す

基き

殿で
ん

で
供

き
ょ
う

さ
れ
る
神し

ん

聖せ
い

な
る
稲い

な

穂ほ

を
と
る
田た

は
、
亀か

め

の
甲こ

う

を
焼や

い
て
そ
の

亀き

裂れ
つ

に
よ
っ
て
神し

ん

意い

を
判は

ん

ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
選え

ら

ば
れ
る
。
概

お
お
む

ね
悠ゆ

紀き

は
京

き
ょ
う

都と

よ
り
東ひ

が
し、
主す

基き

は
西さ

い

国ご
く

か
ら
選え

ら

ば
れ
る
。
今こ

ん

回か
い

は
栃と

ち

木ぎ

県け
ん

と
京

き
ょ
う

都と

府ふ

が
選え

ら

ば
れ
た
。

１９９０年
ねん

、明
あき

仁
ひと

（現
げん

：上
じょう

皇
こう

）の大
だい

嘗
じょう

祭
さい

（wikimedia commons）

１
．
新に

い

嘗な
め

と
は
「
産う

ぶ

屋や

の
忌い

み
」

２
．「
産う

ぶ

屋や

の
忌い

み
」

　

悠ゆ

紀き

と
は
斉ゆ

酒き

で
、「
神し

ん

聖せ
い

な
酒さ

け

」
の
意い

だ
と
さ
れ
て
い
る
。

神し
ん

聖せ
い

な
米こ

め

か
ら
酒さ

け

も
作つ

く

る
の
で
、
こ
う
呼よ

ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。

主す

基き

は
「
次つ

ぎ

」
で
第だ

い

二に

の
儀ぎ

式し
き

だ
か
ら
、と
い
う
説せ

つ

も
あ
る
が
、

工く

藤ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
サ
（
神し

ん

聖せ
い

な
）
キ
（
酒さ

け

）」
が
転て

ん

じ
た
言こ

と

葉ば

と
い
う
説せ

つ

を
提て

い

唱し
ょ
うし
て
い
る
。

　

両
り
ょ
う

国こ
く

か
ら
提て

い

供き
ょ
うさ
れ
る
米こ

め

以い

外が
い

に
、
紀き

伊い

国の
く
にか
ら
あ
わ
び

や
さ
ざ
え
、
海か

い

藻そ
う

等な
ど

６
種し

ゅ

、
阿あ

波わ

国の
く
にか
ら
あ
ゆ
、
橘

た
ち
ば
な

子の
み

な
ど

１
２
種し

ゅ

、
淡あ

わ

路じ

国の
く
にか
ら
壺つ

ぼ

な
ど
容よ

う

器き

３
種し

ゅ

類る
い

な
ど
が
調

ち
ょ
う

進し
ん

さ

れ
る
。
ま
た
神か

み

に
献け

ん

上じ
ょ
うす
る
生き

糸い
と

を
作つ

く

り
、
服ふ

く

を
織お

る
の
は

参み

河か
わ

国の
く
に（
三み

河か
わ

）
と
阿あ

波わ

国の
く
にだ
。
こ
う
し
た
様さ

ま

々ざ
ま

な
献け

ん

物も
つ

を

納お
さ

め
る
行

ぎ
ょ
う

列れ
つ

を
迎む

か

え
る
の
が
、
現げ

ん

在ざ
い

の
鹿か

児ご

島し
ま

県け
ん

あ
た
り
か

ら
や
っ
て
き
た
隼は

や

人と

百ひ
ゃ
く

余よ

人に
ん

で
あ
る
。

　

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

、
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

は
、
天て

ん

皇の
う

が
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

か
ら
授さ

ず

け

ら
れ
た
聖せ

い

な
る
使し

命め
い

へ
の
決け

つ

意い

を
新あ

ら

た
に
す
る
儀ぎ

式し
き

で
あ
る

が
、そ
の
儀ぎ

式し
き

を
支さ

さ

え
る
多お

お

く
の
民た

み

の
姿す

が
たを
ご
覧ら

ん

に
な
る
事こ

と

で
、

そ
の
責せ

き

任に
ん

の
重

じ
ゅ
う

大だ
い

さ
を
い
よ
い
よ
感か

ん

じ
と
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
民た

み

の
方ほ

う

も
、
こ
の
神し

ん

聖せ
い

な
儀ぎ

式し
き

を
支さ

さ

え
る
行こ

う

為い

を
通つ

う

じ
て
、
天て

ん

皇の
う

の
聖せ

い

な
る
使し

命め
い

を
自じ

分ぶ
ん

た
ち
も
お
助た

す

け
し
な
け

れ
ば
、
と
い
う
思お

も

い
を
新あ

ら

た
に
し
た
ろ
う
。

　

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

、
新に

い

嘗な
め

祭さ
い

は
、
天て

ん

皇の
う

と
民た

み

が
互た

が

い
に
支さ

さ

え
合あ

い
、

助た
す

け
合あ

う
心こ

こ
ろ
を
新あ

ら

た
に
す
る
、
い
か
に
も
「
和わ

の
国く

に

」［
Ｂ
］

に
ふ
さ
わ
し
い
儀ぎ

式し
き

で
あ
っ
た
。

　
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
収

し
ゅ
う

穫か
く

儀ぎ

式し
き

は
、
稲い

ね

の
命い

の
ち
を
人に

ん

間げ
ん

と
同ど

う

様よ
う

に

見み

な
す
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文ぶ

ん

化か

で
あ
る
。
同ど

う

様よ
う

の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文ぶ

ん

化か

が
長

ち
ょ
う

江こ
う

以い

南な
ん

か
ら
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
に
か
け
て
広ひ

ろ

く
見み

ら
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
民み

ん

族ぞ
く

は
国こ

っ

家か

を
作つ

く

ら
な
か
っ
た
か
、
作つ

く

っ
て
も
弱

じ
ゃ
く

小
し
ょ
う

で
あ
っ
た
、
と
工く

藤ど
う

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

す
る
。

　
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
系け

い

文ぶ
ん

化か

に
は
、
自し

然ぜ
ん

と
共と

も

に
生い

き
る
思し

想そ
う

と
、

自し

然ぜ
ん

が
与あ

た

え
て
く
れ
る
恩お

ん

恵け
い

に
感か

ん

謝し
ゃ

し
な
が
ら
生い

き
る
節せ

つ

度ど

あ
る
欲よ

く

望ぼ
う

の
利り

点て
ん

が
あ
る
」［
１
，　

４
８
９
１
］
と
工く

藤ど
う

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

す
る
が
、
そ
の
穏お

だ

や
か
さ
の
た
め
か
、
遊ゆ

う

牧ぼ
く

民み
ん

族ぞ
く

や
一い

っ

神し
ん

教き
ょ
う

教き
ょ
う

徒と

に
は
敵か

な

わ
な
か
っ
た
。
長

ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

が
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

に
追お

い
や
ら
れ
た
り
、
近き

ん

代だ
い

に
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

の
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
さ
れ
た

の
も
、
そ
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
我わ

が
国く

に

は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文ぶ

ん

化か

圏け
ん

の
中な

か

で
、
唯ゆ

い

一い
つ

強き
ょ
う

力り
ょ
くな
近き

ん

代だ
い

国こ
っ

家か

を
創つ

く

り
上あ

げ
た
。
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

と
同お

な

じ

収し
ゅ
う

穫か
く

儀ぎ

式し
き

を
基き

底て
い

と
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
か
ら
国こ

っ

家か

建け
ん

設せ
つ

の

神し
ん

話わ

と
民た

み

の
平へ

い

和わ

を
願ね

が

う
国こ

っ

家か

的て
き

理り

想そ
う

を
生う

み
出だ

し
た
。
そ

れ
を
洗せ

ん

練れ
ん

さ
れ
た
伝で

ん

統と
う

儀ぎ

式し
き

と
し
て
発は

っ

展て
ん

さ
せ
、
１
３
０
０

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
継け

い

続ぞ
く

し
て
き
た
。
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

で
我わ

れ

々わ
れ

が
目め

に
し
た
の

は
、
そ
う
い
う
奇き

跡せ
き

だ
っ
た
。

　

自し

然ぜ
ん

の
命い

の
ち
を
人に

ん

間げ
ん

と
同ど

う

様よ
う

に
見み

な
す
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文ぶ

ん

化か

は
、

一い
っ

神し
ん

教き
ょ
うに
よ
る
近き

ん

代だ
い

文ぶ
ん

明め
い

の
自し

然ぜ
ん

破は

壊か
い

を
転て

ん

換か
ん

さ
せ
る
智ち

慧え

を
備そ

な

え
て
い
る
。
ま
た
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
人に

ん

間げ
ん

の
命い

の
ち
を
大た

い

切せ
つ

に
す

る
思し

想そ
う

は
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

な
ど
の
独ど

く

裁さ
い

を
否ひ

定て
い

し
、
国こ

く

民み
ん

を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
福ふ

く

祉し

国こ
っ

家か

の
在あ

り
方か

た

を
指さ

し
示し

め

す
。
古こ

代だ
い

の
ア
ニ

ミ
ズ
ム
文ぶ

ん

化か

を
発は

っ

展て
ん

さ
せ
て
、
唯ゆ

い

一い
つ

近き
ん

代だ
い

国こ
っ

家か

を
創つ

く

り
上あ

げ

た
我わ

が
国く

に

は
、
そ
う
い
う
道み

ち

を
世せ

界か
い

に
指さ

し
示し

め

す
事こ

と

が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）
■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　
Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
３
０
４
）　
日に

本ほ
ん

の
ル
ー
ツ
？　

長
ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

　

漢か
ん

民み
ん

族ぞ
く

の
黄こ

う

河が

文ぶ
ん

明め
い

よ
り
千せ

ん

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うも
前ま

え

に
栄さ

か

え
て
い
た

長ち
ょ
う

江こ
う

文ぶ
ん

明め
い

こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
ル
ー
ツ
か
も
知し

れ
な
い
。

h
ttp
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w
2
s.b
ig
lo
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0
4
.htm
l

Ｂ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら
な

い
日に

本ほ
ん

２　
「
和わ

の
国く

に

」
と
い
う
〝
根ね

っ
こ
〟』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

３
１

h
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/
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/
o
/

asin/4
5
9
4
0
8
3
2
5
0
/japanonthegl0

-2
2
/

ア
マ
ゾ
ン
日に

本ほ
ん

論ろ
ん

２
位い

、
総そ

う

合ご
う

５
９
位い

（
発は

つ

売ば
い

日び

１
０
／
９

時じ

点て
ん

）

　

縄
じ
ょ
う

文も
ん

以い

来ら
い

の
「
和わ

」
の
根ね

っ
こ
が
、
日に

本ほ
ん

を
作つ

く

っ
て
き
た
。

Ｃ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

h
ttp
:/
/
w
w
w
.a
m
a
z
o
n
.c
o
.jp
/
o
/

asin/4
5
9
4
0
7
9
0
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2
/japanonthegl0

-2
2
/

ア
マ
ゾ
ン
「
メ
デ
ィ
ア
と
社し

ゃ

会か
い

」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
カ
テ
ゴ

リ
ー　

１
位い

（
Ｈ
３
０
／
２
／
１
調し

ら

べ
）

　

万ば
ん

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
を
願ね

が

う
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
利り

他た

心こ
こ
ろの
源げ

ん

泉せ
ん

。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）　
工く

藤ど
う

隆た
か
し『
大だ

い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

─
天て

ん

皇の
う

制せ
い

と
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
源げ

ん

流り
ゅ
う』、

中ち
ゅ
う

公こ
う

新し
ん

書し
ょ

（
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、
Ｈ
２
９
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（
２
）　

真ま

弓ゆ
み

常つ
ね

忠た
だ

『
大だ

い

嘗
じ
ょ
う

祭さ
い

』、ち
く
ま
学が

く

芸げ
い

文ぶ
ん

庫こ

（
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
版は

ん

）、
Ｈ
３
１

h
ttp
://w
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m
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n
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/o
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/
b
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-
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1
-2
2
/

３
．
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

の
収し

ゅ
う

穫か
く

儀ぎ

礼れ
い

と

        

大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

の
類る

い

似じ

４
．
降こ

う

臨り
ん

し
た
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は

        

稲い
な

穂ほ

の
稔み

の

り
の
象し

ょ
う

徴ち
ょ
う

５
．
前ぜ

ん

天て
ん

皇の
う

の
死し

と

        

新し
ん

天て
ん

皇の
う

の
誕た

ん

生じ
ょ
う

７
．
国こ

く

民み
ん

の
幅は

ば

広ひ
ろ

い
参さ

ん

加か

６
．
天て

ん

皇の
う

の
聖せ

い

な
る
使し

命め
い

を

        

新あ
ら

た
に
伝つ

た

え
る
儀ぎ

式し
き

８
．
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文ぶ

ん

化か

圏け
ん

の
中な

か

で
唯ゆ

い

一い
つ

、

        

近き
ん

代だ
い

国こ
っ

家か

を
創つ

く

り
上あ

げ
た
国く

に





（５） ２０２０年第５４３７号 	 ２月	２９日	（土曜日）

Decisão do governo japonês de 
fechar escolas por semanas deixa 
instituições de ensino confusas

Bolsa de Valores de Tóquio registra 
queda de mais de 1.000 pontos em vista 
do impacto do novo coronavírus

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Novo coronavírus (28/02/2020)

Novo coronavírus (20/02/2020)

A solicitação feita pelo 
governo japonês para fe-
char escolas a partir de se-
gunda-feira está deixando 
confusas as instituições de 
ensino.
O Ministério da Educação 
pediu a comitês educa-
cionais de todo o país, na 
manhã de sexta-feira, que 
fechassem as escolas por 
cerca de duas semanas até 
o início das férias de pri-
mavera. A decisão faz par-
te dos esforços para conter 

Na Bolsa de Valores de 
Tóquio, o índice chave 
caiu mais de 1.000 pontos 
nas transações desta sexta-
feira, em vista do impacto 
causado pelo surto do novo 
coronavírus na economia 
japonesa.
Ordens de vendas tiveram 
lugar desde o início das 
negociações, e a média 
do índice Nikkei de 225 
ações selecionadas conti-
nuou com perdas à tarde. 
O índice se recuperou um 
pouco antes do fechamento 
em 21.142, indicando uma 

a disseminação do novo 
coronavírus.
Professores da escola gi-
nasial Seiryo, em Tóquio, 
realizaram uma reunião 
de emergência de manhã 
cedo. Eles discutiram ma-
neiras de completar as 
horas de aula exigidas e 
ajudar os alunos em seus 
estudos enquanto a escola 
estiver fechada.
O colégio decidiu funcio-
nar na manhã de segunda-
feira para deixar os alunos 

queda de 805 pontos, ou 
3,6%, em comparação com 
o fechamento de quinta-
feira.
Esta é a segunda vez em 
menos de uma semana que 
o índice registra queda de 
mais de 1.000 pontos du-
rante as transações.
Os investidores estão fi-
cando pessimistas em re-
lação à economia, uma vez 
que o governo está pedin-
do às autoridades locais a 
considerar o fechamento 
de todas as escolas dos en-
sinos fundamental e médio 

entrarem. Contudo, ele será 
fechado à tarde para se pre-
parar para adotar a medida 
solicitada pelo governo. 
Mais tarde, os professores 
explicaram a situação aos 
estudantes em cada classe.
Exames de vestibular para 
o ensino médio são outra 
preocupação. As escolas 
públicas em Tóquio devem 
anunciar os resultados de 
tais provas na segunda-fei-
ra. Será necessário adotar 
medidas para os alunos 

a partir de segunda-feira.
Parques de diversões e 
museus deixaram de fun-
cionar ou decidiram inter-
romper as atividades para 
ajudar a evitar a propaga-
ção do vírus.
Fontes de mercado dizem 
que os preços das ações 
também estão caindo nos 
principais mercados da 
Ásia.
Elas dizem que os inves-
tidores também estão pre-
ocupados de que a alta do 
iene em relação ao dólar 
prejudique os ganhos dos 

que não forem aprovados.
O diretor do colégio, Ma-
sanori Chiba, disse que o 
governo não notificou pre-
viamente sobre a decisão 
e que a escola está tendo 
dificuldades em atender à 
solicitação.
Ele acrescentou que é ne-
cessário, definitivamente, 
evitar a propagação do 
vírus. Entretanto, afirmou 
que queria ter pelo menos 
uma semana para efetuar 
os preparativos.

exportadores japoneses. 
Elas citam que o mercado 
de ações deverá permane-
cer volátil na semana que 
vem.
E no mercado de câmbio 
de Tóquio, o dólar regis-
trou queda em relação ao 
iene na tarde desta sexta-
feira.
Às 17 horas, na capital ja-
ponesa, a moeda america-
na estava sendo negociada 
entre 108,83 e 108,85 ie-
nes, em um recuo de 1,27 
iene em relação à cotação 
do dia anterior.

Exercícios militares conjuntos dos EUA 
e da Coreia do Sul são adiados

Trabalhadores e empresas no Japão 
vão desembolsar mais para o fisco e a 
seguridade social

Japão vai oferecer mais assistência 
a pequenos e médios negócios 
afetados pelo coronavírus

Novo coronavírus (27/02/2020)

Seguridade social (27/02/2020)

Novo coronavírus (27/02/2020)

Oficiais militares dos Es-
tados Unidos e da Coreia do 
Sul anunciaram o adiamen-
to dos exercícios militares 
conjuntos de primavera por 

Trabalhadores e empre-
sas no Japão deverão de-
sembolsar uma parcela 
maior da própria renda em 
impostos e seguridade so-
cial no ano fiscal de 2020. 
A elevação do imposto de 
consumo, em outubro, é o 
principal responsável pelo 
crescimento do fardo fi-

O governo japonês está 
estudando medidas adi-
cionais para proteção da 
indústria do turismo e em-
presas de menor porte que 
foram fortemente atingidas 
pelos temores do coronaví-
rus.
Autoridades já apresenta-
ram um pacote de 140 mi-

preocupações com o novo 
coronavírus.
O comando binacional fez o 
anúncio nesta quinta-feira.
As Forças Armadas da Co-

nanceiro.
Funcionários do Ministé-
rio das Finanças explicam 
que, em média, 44,6% dos 
rendimentos dos trabalha-
dores e das empresas vão 
acabar nos cofres públicos. 
Trata-se de um aumento de 
0,7 ponto percentual em 
relação ao ano fiscal cor-

lhões de dólares para com-
bater o surto.
Elas planejam agora uti-
lizar fundos de reserva do 
orçamento nacional deste 
ano para medidas adicio-
nais. A prioridade será aju-
dar empresas de pequeno 
e médio porte a obterem 
recursos.

Especialistas publicam 
cartilha online para 
prevenção contra coronavírus

Preces muçulmanas são 
suspensas em mesquita 
de Tóquio

Novo coronavírus(26/02/2020)

Novo coronavírus (27/02/2020)

Uma universidade de 
medicina no Japão publi-
cou uma cartilha online 
que explica como as pes-
soas podem se proteger do 
novo coronavírus.
Mitsuo Kaku, especialista 
em doenças infecciosas e 
professor da Universidade 
de Medicina e Farmácia 
de Tohoku, lidera a equipe 
que compilou a cartilha. O 
documento oferece infor-
mações atualizadas sobre 
como o vírus se espalha 
e o que as pessoas podem 
fazer em suas casas para 
evitar contaminação.
A cartilha recomenda que 
apenas um membro es-
pecífico da família seja 
responsável por cuidados 
a uma pessoa que esteja 
apresentando sintomas. 
Os cuidadores designa-
dos devem utilizar luvas 

Com os crescentes re-
ceios diante da propagação 
do coronavírus, uma mes-
quita localizada na região 
central de Tóquio decidiu 
cancelar as orações de sex-
ta-feira no templo.
A Masjid Nusantara 
Akihabara Tokyo anun-
ciou nesta quinta-feira 
que, até a próxima semana, 
estão suspensas as orações 
especiais no dia sagrado 
dos muçulmanos. Situada 
no bairro de Akihabara, a 
mesquita é administrada 
por uma comunidade de 
indonésios.
O responsável pelo tem-
plo, Muhammad Anwar, 
explicou que a suspensão 
das orações foi decidida 
em acompanhamento à 

e máscara cirúrgica, lavar 
as mãos frequentemente e 
medir a sua própria tempe-
ratura duas vezes ao dia.
As pessoas também são 
aconselhadas a utilizarem 
pratos e talheres separa-
dos para as refeições, além 
de deixá-los de molho em 
desinfetante por pelo me-
nos cinco minutos antes 
de lavá-los. Roupas tam-
bém devem ser deixadas 
de molho por pelo menos 
10 minutos em água com 
temperatura de 80º célsius 
antes de serem lavadas. Os 
cômodos devem ser venti-
lados de 5 a 10 minutos a 
cada uma ou duas horas.
Kaku disse ter esperança 
de que as pessoas que le-
rem a cartilha consigam 
diminuir seu risco de con-
trair o vírus e possam sen-
tir-se mais seguras em seu 
dia-a-dia.

iniciativa do governo japo-
nês de apertar o botão de 
pausa em relação a vários 
eventos esportivos e cultu-
rais para deter a propaga-
ção do novo coronavírus.
“Como vivemos no Japão, 
convém seguir a notifica-
ção do governo japonês, 
mesmo que não se trate 
propriamente de proibi-
ção. Esta mesquita pode 
receber até cem pessoas. 
Vêm aqui orar indonésios 
e pessoas de outras nacio-
nalidades. E, em geral, os 
fiéis não usam máscara, 
pois estão no templo para 
rezar. A intenção é impedir 
o contágio. Por isso, con-
vém seguir a notificação 
feita pelo governo japo-
nês.”

reia do Sul informaram que 
mais de 20 dos seus milita-
res estão infectados com o 
coronavírus.
As Forças Armadas dos Es-

rente.
A pasta informa que a 
elevação da alíquota do 
imposto de consumo de 
8% para 10% fez o fardo 
atingir proporção recorde. 
Ressaltam que reformas 
vão tornar o imposto de 
renda mais salgado para 
indivíduos com altos ren-

As autoridades querem 
expandir o atual sistema 
de garantia de crédito. Ele 
cobre cerca de 150 tipos de 
negócios, incluindo pro-
dução de cimento e varejo 
de bebidas alcoólicas. De-
bates estão em andamento 
para acrescentar hotéis e 
operadoras de ônibus de 

tados Unidos comunicaram 
quarta-feira que um solda-
do americano aquartelado 
no território sul-coreano é 
portador do vírus.

dimentos.
Segundo dados de 2017, na 
França pessoas físicas e ju-
rídicas transferiram para os 
cofres públicos 68,2% da 
sua renda. Na Alemanha, 
a proporção era de 54,1%; 
no Japão, de 43,3%; e, nos 
Estados Unidos, de 34,5%.

turismo à lista.
O sistema torna mais fácil 
que pequenas empresas 
consigam empréstimos de 
instituições financeiras. 
Seu alvo são empresas 
com queda nas vendas de 
mais de 5% em relação ao 
ano anterior devido a cir-
cunstâncias excepcionais.
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さ
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よ
れ
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作さ
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曲き
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ギ
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ガ
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を
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、
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「
今こ

年と
し

は
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

姉し

妹ま
い

提て
い

携け
い

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
盛せ

い

大だ
い

に
や
り
た
い
」。
西に

し

森も
り

ル
イ
ス
弘ひ

ろ

志し

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん（
７
０
、

二に

世せ
い

、
Ｐ
Ｒ
）
は
１
３
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
、
今こ

年と
し

の
意い

気き

込ご

み
を
そ
う
語か

た
っ
た
。
３
月が

つ

に
は
パ
ラ
ナ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

夫ふ

妻さ
い

が
訪ほ

う

日に
ち

し
、

井い

戸ど

敏と
し

三ぞ
う

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

知ち

事じ

と
懇こ

ん

談だ
ん

す
る
予よ

定て
い

が
あ
り
、
８
月が

つ

に
は
井い

戸ど

知ち

事じ

が
来ら

い

伯は
く

し
て
同ど

う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

を
州

し
ゅ
う

議ぎ

会か
い

な
ど
で
盛せ

い

大だ
い

に
開か

い

催さ
い

す
る
べ
く
準

じ
ゅ
ん

備び

が
進す

す

め
ら
れ
て
い
る
。「
今い

ま

ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見み

直な
お

し
、
今こ

ん

後ご

の
方ほ

う

針し
ん

を
決き

め

る
大だ

い

事じ

な
節ふ

し

目め

の
年と

し

に
な
る
」
と
見み

て
い
る
。

オ
で
歯し

科か

医い

を
し
て
い
る
と
い

う
か
ら
驚お

ど
ろ

き
。
車く

る
ま

す
ら
持も

た

ず
、
有ゆ

う

名め
い

作さ
っ

曲き
ょ
く

家か

に
も
関か

か

わ

ら
ず
、
質し

っ

素そ

な
生せ

い

活か
つ

に
甘あ

ま

ん

じ
て
い
る
と
か
。「
質し

つ

実じ
つ

剛ご
う

健け
ん

」

「
清せ

い

貧ひ
ん

」
を
重お

も

ん
じ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

好ご
の

み
の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
か
も
。
今い

ま

ど
き
の
フ

ァ
ン
キ
歌か

手し
ゅ

は
キ
ン
キ
ラ
キ

に
お
願ね

が

い
し
て
い
る
。
も
う

デ
カ
セ
ギ
の
時じ

代だ
い

は
終お

わ
っ

た
。
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に
限か

ぎ

ら
な
い
制せ

い

度ど

な
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

な

ら
誰だ

れ

で
も
３
年ね

ん

間か
ん

と
か
日に

本ほ
ん

で
働は

た
らい
て
い
る
う
ち
に
、
あ
ち

ら
の
文ぶ

ん

化か

や
良よ

さ
を
体た

い

験け
ん

し

て
日に

本ほ
ん

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
帰か

え

っ

て
く
る
よ
う
に
な
る
。
条

じ
ょ
う

件け
ん

が
厳き

び

し
す
ぎ
て
訪ほ

う

日に
ち

者し
ゃ

が
増ふ

え
な
い
四よ

ん

世せ
い

ビ
ザ
の
問も

ん

題だ
い

も

解か
い

決け
つ

す
る
」
と
見み

て
い
る
。

　
こ
の
『
特と

く

定て
い

技ぎ

能の
う

』
は
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

か
ら
始は

じ

ま
っ
た
制せ

い

度ど

で
、
人じ

ん

材ざ
い

不ぶ

足そ
く

を
カ
バ
ー
す

る
た
め
の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
くと
な
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

を
入い

れ
る
も
の
。

以い

前ぜ
ん

か
ら
あ
る
『
技ぎ

能の
う

実じ
っ

習
し
ゅ
う

制せ
い

度ど

』
の
方ほ

う

は
「
研け

ん

修し
ゅ
う」
が

建た

て
前ま

え

で
あ
る
点て

ん

が
異こ

と

な
る
。

『
特と

く

定て
い

技ぎ

能の
う

』
は
現げ

ん

状じ
ょ
う、
対た

い

象し
ょ
う

国こ
く

は
ア
ジ
ア
に
限か

ぎ

ら
れ
て

お
り
、
西に

し

森も
り

議ぎ

員い
ん

は
「
ブ
ラ

ジ
ル
も
」
と
検

け
ん
と

討う

を
お
願ね

が

い

し
て
い
る
。

　

伯は
っ

国こ
く

内な
い

に
つ
い
て
は
「
昨さ

く

年ね
ん

は
社し

ゃ

会か
い

保ほ

障し
ょ
う

改か
い

革か
く

を
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お

し

た
。
今こ

年と
し

は
６
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つ

ま
で
に
税ぜ

い

制せ
い

改か
い

革か
く

を
通と

お

す
予よ

定て
い

。
マ
イ

ア
下か

院い
ん

議ぎ

長ち
ょ
うは
４
月が

つ

中ち
ゅ
うに
通と

お

す
と
張は

り
切き

っ
て
い
る
が
、
さ

す
が
に
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ず
か
し
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と
思お

も

う
。
で

も
審し

ん

議ぎ

時じ

間か
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を
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縮し
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くす
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た
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に
、
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う
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６
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。

　
「
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天て
ん

皇の
う

陛へ
い

下か

が
２
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つ

２
３
日に

ち

に
６
０
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の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

を
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か

え
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こ
と
を
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っ
て
、
聖せ

い
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ー
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の
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パ
ウ
ロ
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
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で
、
天て

ん

皇の
う

誕た
ん
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じ
ょ
う

日び

祝し
ゅ
く
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会か
い

が
２
０
日か

正し
ょ
う

午ご

か
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こ
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れ
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。
招

し
ょ
う
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い

客き
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く
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く

４
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人に
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が
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ん
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う
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い
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の
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に
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た
。

　

野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

が
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と
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ひ
と
り
と
あ
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記き
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ゃ
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り
、
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方ほ
う
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の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
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け
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っ
た
。
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づ

い
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う

国こ
く
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前ま

え

で
「
君き
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が
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」
を
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い
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ょ
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た
。

　

野の

口ぐ
ち

総そ
う

領り
ょ
う

事じ
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ょ
う
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で
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う
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か
」
と
見み

て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
政せ

い

権け
ん

の
成せ

い

果か

は
徐じ

ょ

々じ
ょ

に
出で

て
い

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
ス
ク
や

Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
（
基き

本ほ
ん

金き
ん

利り

）、

イ
ン
フ
レ
は
は
か
つ
て
な
い
ほ

ど
下さ

が
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
る
。
問も

ん

題だ
い

は
失し

つ

業ぎ
ょ
う

率り
つ

の
高た

か

さ
。
民み

ん

営え
い

化か

を
進す

す

め
て
、

外が
い

国こ
く

投と
う

資し

を
増ふ

や
す
し
か
な

い
。
い
ろ
い
ろ
な
舌ぜ

っ

禍か

事じ

件け
ん

ご
訪ほ

う

問も
ん

さ
れ
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

主し
ゅ

催さ
い

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
出

し
ゅ
っ

席せ
き

、
交こ

う

流
り
ゅ
う

に
努つ

と

め
ら
れ
ま
し
た
。
地ち

理り

的て
き

に
遠と

お

い
場ば

所し
ょ

に
あ
り
な
が

ら
、
こ
れ
ほ
ど
多お

お

く
皇こ

う

族ぞ
く

が

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
る
国く

に

は
ブ
ラ
ジ
ル

を
お
い
て
ほ
か
に
な
く
、
皇こ

う

室し
つ

と
ブ
ラ
ジ
ル
の
関か

ん

係け
い

は
長な

が

い
歴れ

き

史し

を
持も

ち
、
大た

い

変へ
ん

親し
ん

密み
つ

で
あ
る
。
新あ

た
ら
し
い
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
下も

と

で
そ
の
関か

ん

係け
い

は
末す

え

永な
が

く

ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

（
村む

ら

田た

俊と
し

典ふ
み

会か
い

頭と
う

）
の
総そ

う

務む

委い

員い
ん

会か
い

と
企き

画か
く

戦せ
ん

略り
ゃ
く

委い

員い
ん

会か
い

が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
恒こ

う

例れ
い

の
「
２
０
２
０

年ね
ん

上か
み

期き

業ぎ
ょ
う

種し
ゅ

別べ
つ

部ぶ

会か
い

長ち
ょ
うシ
ン

ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
の
告こ

く

知ち

に
来ら

い

社し
ゃ

案あ
ん

 な
い内
に
来ら

い

 し
ゃ社
し
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
松ま

つ

 ひ
ら平
次じ

 ち
ょ
う長
、
商し

ょ
う

 こ
う工
会か

い

 ぎ

 し
ょ

議
所

平ひ
ら

 た田
事じ

 む務
局

き
ょ
く

 ち
ょ
う
長
。（
左ひ

だ
り

か
ら
）

し
た
平ひ

ら

田た

藤ふ
じ

義よ
し

事じ

務む

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

は
、
そ
う
語か

た
っ
た
。

　

同ど
う

シ
ン
ポ
は
３
月が

つ

５
日か

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
聖せ

い

市し

内な
い

の
チ
ヴ

ォ
リ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
モ
フ
ァ

レ
ッ
ジ
ホ
テ
ル
（A

l. San
-

to
s, 1

4
3

7
,

）
で
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
。
日に

っ

ポ
両

り
ょ
う

語ご

同ど
う

時じ

通つ
う

訳や
く

つ
き
。
参さ

ん

加か

費ひ

は
無む

料り
ょ
う。
懇こ

ん

談だ
ん

会か
い（
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
）

に
参さ

ん

加か

す
る
場ば

合あ
い

は
９
０
レ
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
は
会か

い

議ぎ

所し
ょ

傘さ
ん

下か

の
企き

業ぎ
ょ
うが
金き

ん

融ゆ
う

、
自じ

動ど
う

車し
ゃ

、
食

し
ょ
く

品ひ
ん

な
ど
の
１
０
部ぶ

門も
ん

に
分わ

か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
「
２
０
１
９
年ね

ん

の
回か

い

顧こ

と

２
０
２
０
年ね

ん

の
展て

ん

望ぼ
う

」
を
テ

ー
マ
に
発は

っ

表ぴ
ょ
うす

る
。
ブ
ラ
ジ

ル
経け

い

済ざ
い

の
直

ち
ょ
っ

近き
ん

動ど
う

向こ
う

と
今こ

ん

後ご

半は
ん

年と
し

間か
ん

の
予よ

測そ
く

が
一い

っ

変ぺ
ん

に
分わ

か
る
。
今こ

年と
し

の
副ふ

く

題だ
い

は
「
ビ

ジ
ネ
ス
環か

ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

に
期き

待た
い

、

い
ま
為な

す
べ
き
こ
と
」。

　

松ま
つ

平ひ
ら

史し

寿ず

子こ

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ

次じ

長ち
ょ
うも
、「
ウ
イ
ル
ス
関か

ん

係け
い

は

も
ち
ろ
ん
、
税ぜ

い

制せ
い

改か
い

革か
く

の
行ゆ

く

方え

と
期き

待た
い

、
民み

ん

営え
い

化か

に
関か

ん

す

る
情

じ
ょ
う

報ほ
う

な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
環か

ん

境
き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

に
関か

ん

す
る
動ど

う

向こ
う

が
報ほ

う

告こ
く

さ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
流

り
ゅ
う

動ど
う

的て
き

な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
ぜ
ひ

ご
参さ

ん

加か

を
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ

わ
せ
又ま

た

は
申も

う

し
込こ

み

は
事じ

務む

局き
ょ
く（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・ 

３
１
７
８
・
６
２ 

４
０
、
メ

ー
ル
＝secretaria@

cam
aradojapao.org.

br

／
カ
リ
ー
ナ
）
ま
で
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
３
月が

つ

２
２
日に

ち

、
聖せ

い

市し

ヴ
ィ
ラ
・
マ

リ
ア
ー
ナ
区く

の
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（A
v. Lins  de V

as-
conselos, 3

3
8

2

）
に
て

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

と
臨り

ん

時じ

総そ
う

会か
い

を
行

お
こ
な

う
。
第だ

い

一い
ち

次じ

招し
ょ
う

集し
ゅ
うは
午ご

前ぜ
ん

９

時じ

半は
ん

、
第だ

い

二に

次じ

招し
ょ
う

集し
ゅ
うは
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
。

　

議ぎ

題だ
い

は
１
９
年ね

ん

度ど

事じ

業
ぎ
ょ
う

お
よ
び
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

、
２
０
年ね

ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

案あ
ん

と
予よ

算さ
ん

案あ
ん

の

審し
ん

議ぎ

、
県け

ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

に
つ
い
て
。
臨り

ん

時じ

総そ
う

会か
い

で
は
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

を
行お

こ
な

う
。

総そ
う

会か
い

後ご

は
新し

ん

年ね
ん

会か
い

を
開か

い

催さ
い

す

る
。
会か

い

費ひ

は
県け

ん

人じ
ん

会か
い

負ふ

担た
ん

。

寄き

付ふ

受う
け

付つ
け

。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

会か
い

館か
ん（
１ 

１
・
５
５
７
３
・
４
１
０
７
）

ま
で
。

ガ
、
実じ

つ

力り
ょ
く

派は

歌か

手し
ゅ

モ
ニ
カ
・

サ
ウ
マ
ー
ゾ
、
リ
ー
ド
奏そ

う

者し
ゃ

テ
コ
・
カ
ル
ド
ー
ゾ
、
ナ
イ

ロ
ー
ル
・
プ
ロ
ヴ
ェ
ッ
タ
の
４

人に
ん

。
い
ず
れ
も
現げ

ん

代だ
い

ブ
ラ
ジ

ル
音お

ん

楽が
く

界か
い

を
代だ

い

表ひ
ょ
うし
、
日に

本ほ
ん

に
も
多お

お

く
の
フ
ァ
ン
を
抱か

か

え
る

巨き
ょ

匠し
ょ
うら
だ
。

　

Ｃ
Ｄ
に
は
、
４
人に

ん

の
公こ

う

演え
ん

で
の
演え

ん

奏そ
う

や
、
日に

本ほ
ん

滞た
い

在ざ
い

中
ち
ゅ
う

に
ス
タ
ジ
オ
で
演え

ん

奏そ
う

さ
れ
た
も

の
な
ど
全ぜ

ん

１
２
曲き

ょ
く

を
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し

た
。

　

宮み
や

ヶ
迫さ

こ

さ
ん
に
よ
れ
ば

「
過か

去こ

に
４
人に

ん

の
共

き
ょ
う

演え
ん

は

あ
っ
た
が
、
４
人に

ん

の
名め

い

義ぎ

で

の
作さ

く

品ひ
ん

（
Ｃ
Ｄ
）
は
初は

じ

め
て
」

と
の
こ
と
。
現げ

ん

在ざ
い

は
日に

本ほ
ん

で

ン
の
首く

び

飾か
ざ

り
を
こ
れ
み
よ
が

し
に
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
す
る
が
、

そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
対た

い

照し
ょ
う

的て
き

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

さ
ら
に
宮み

や

ヶ
迫さ

こ

さ
ん
に
よ

れ
ば
、
伯は

っ

国こ
く

の
名め

い

作さ
っ

曲き
ょ
く

家か

ギ

ン
ガ
が
使し

用よ
う

し
て
い
る
ギ
タ

ー
は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

ギ
タ
ー
製せ

い

作さ
く

家い
え

の
越え

ち

前ぜ
ん

良り
ょ
う

平へ
い

さ
ん
が
作つ

く

っ

て
い
る
と
い
う
。
ギ
ン
ガ
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
カ
ナ
ダ
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
た
楽が

っ

器き

の
見み

本ほ
ん

市い
ち

で
、
同ど

う

氏し

製せ
い

作さ
く

の
ギ
タ
ー

を
見み

つ
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
と
か
。
意い

外が
い

な
と
こ
ろ
に

日に
っ

伯ぱ
く

音お
ん

楽が
く

の
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
も
の
だ
。

販は
ん

売ば
い

さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
画が

像ぞ
う

で
も
あ
る
。
在ざ

い

京き
ょ
うブ
ラ
ジ
ル

大た
い

使し

館か
ん

が
何な

に

か
記き

念ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

を

や
ろ
う
と
頑が

ん

張ば

っ
て
い
る
。
こ

っ
ち
か
ら
も
日に

っ

系け
い

歌か

手し
ゅ

を
送お

く

り
込こ

む
と
か
、
日に

本ほ
ん

の
都と

市し

で
友ゆ

う

好こ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

を
す
る
何な

に

か
を

考か
ん
がえ
た
い
」
と
模も

索さ
く

し
て
い

る
。

　

昨さ
く

年ね
ん

６
月が

つ

の
Ｇ
２
０
大お

お

阪さ
か

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うが
し
た
首し

ゅ

脳の
う

会か
い

談だ
ん

す
べ
て
に
同ど

う

席せ
き

し
た
西に

し

森も
り

氏し

。「
安あ

倍べ

総そ
う

理り

に
も
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、

『
特と

く

定て
い

技ぎ

能の
う

』
制せ

い

度ど

に
ブ
ラ

ジ
ル
も
入い

れ
て
く
れ
る
よ
う

「
舌ぜ

っ

禍か

あ
る
が
政せ

い

権け
ん

の
方ほ

う

向こ
う

正た
だ

し
い
」

パ
ラ
ナ
兵ひ

ょ
う

庫ご

50
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
腕う

で

ま
く
り

立り
っ

錐す
い

の
余よ

地ち

な
し
、
420
人に

ん

が
盛せ

い

大だ
い

に

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

公こ
う

邸て
い

で
天て

ん

皇の
う

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

祝い
わ

う 会か
い

 ぎ

 し
ょ
議
所
部ぶ

 か
い

 ち
ょ
う

会
長
シ
ン
ポ
、
５
日か

新し
ん

 が
た型
肺は

い

 え
ん炎
の
経け

い

 ざ
い済
へ
の
影え

い

 き
ょ
う響
は
？

「
皆み

な

さ
ん
、
ぜ
ひ
応お

う

援え
ん

に
来き

て
！
」

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

、
１
日た

ち

ナ
ロ
政せ

い

権け
ん

の
経け

い

済ざ
い

改か
い

革か
く

が
進す

す

む
中な

か

で
日に

っ

伯ぱ
く

経け
い

済ざ
い

関か
ん

係け
い

強き
ょ
う

化か

に
向む

け
た
機き

運う
ん

が
高た

か

ま
っ
て
い

る
。
今こ

ん

後ご

も
様さ

ま

々ざ
ま

な
分ぶ

ん

野や

に

お
い
て
日に

本ほ
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
の
関か

ん

係け
い

が
緊き

ん

密み
つ

化か

し

て
い
く
こ
と
を
願ね

が

う
」
と
し
、

両り
ょ
う

陛へ
い

下か

の
ま
す
ま
す
の
ご
健け

ん

康こ
う

を
祈き

念ね
ん

し
て
締し

め
く
く
っ

た
。

　

参さ
ん

列れ
つ

者し
ゃ

の
一ひ

と

人り

で
今こ

年と
し

９
５
歳さ

い

に
な
る
大お

お

浦う
ら

文ふ
み

雄お

さ

ん
（
元も

と

汎は
ん

ス
ザ
ノ
文ぶ

ん

体た
い

協き
ょ
う

理り

事じ

長ち
ょ
う）
は
、「
日に

本ほ
ん

は
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
感か

ん

染せ
ん

し
な
い

よ
う
に
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

は
皇こ

う

居き
ょ

内な
い

で
国こ

く

民み
ん

の
祝

し
ゅ
く

福ふ
く

を
受う

け
ず
に

誕た
ん

生じ
ょ
う

日び

を
祝い

わ

っ
た
。
せ
め
て

ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
一ひ

と

人り

ひ
と
り
が

百ひ
ゃ
く

人に
ん

分ぶ
ん

の
声こ

え

を
上あ

げ
て
、
み

ん
な
で
『
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

万ば
ん

歳ざ
い

！
』

を
叫さ

け

び
た
い
」
と
感か

ん

動ど
う

に
声こ

え

を
詰つ

ま
ら
せ
て
語か

た
っ
た
。

　
【
１
月が

つ

８
日に

ち

付づ
け

既き

報ほ
う

関か
ん

連れ
ん

】

ブ
ラ
ジ
ル
本ほ

ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

会か
い

（
川か

わ

合い

昭あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

５
回か

い

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

」
を

３
月が

つ

１
日た

ち

（
日に

ち

）
午ご

前ぜ
ん

１
０

時じ

か
ら
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

ビ

ラ
・
マ
リ
ア
ナ
区く

の
ブ
ラ
ジ

ル
秋あ

き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

館か
ん

（A
v. 

L
in

s d
e V

asco
n

ce-
los, 3

3
9

0

）で
開か

い

催さ
い

す
る
。

　

秋あ
き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

創そ
う

立り
つ

６
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

行ぎ
ょ
う

事じ

の
一い

っ

環か
ん

と
し
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
７
０
人に

ん

を
超こ

え
る
予よ

定て
い

。優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
、

８
月が

つ

に
秋あ

き

田た

県け
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る

「
第だ

い

３
６
回か

い

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

」の
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

権け
ん

を
得え

る
。

　

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

追お
い

分わ
け

は
秋あ

き

田た

県け
ん

由ゆ

利り

本ほ
ん

荘じ
ょ
う

市し

に
伝つ

た

わ
る
民み

ん

謡よ
う

で
、
三し

ゃ

味み

線せ
ん

や
太た

い

鼓こ

の
演え

ん

奏そ
う

に
よ
り
、
比ひ

較か
く

的て
き

賑に
ぎ

や
か
で

派は

手で

な
こ
と
が
特と

く

徴ち
ょ
う。
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

の
中な

か

で
難な

ん

易い

度ど

の
高た

か

い

こ
と
で
も
知し

ら
れ
る
。

　

問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
５
５
７
３ 

・

４
１
０
７
）
ま
で
。
川か

わ

合い

会か
い

長ち
ょ
うは
「
第だ

い

３
回か

い

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

（７） ２０２０年第５４３７号 	 ２月	２９日	（土曜日）

「問
もん

題
だい

発
はつ

言
げん

は多
おお

いが、ボウソナロ
政
せい

権
けん

の方
ほう

向
こう

性
せい

は正
ただ

しい」と語
かた

る西
にし

森
もり

ルイス下
か

議
ぎ

天
てん

皇
のう

誕
たん

生
じょう

日
び

レセプションであいさつする野
の

口
ぐち

泰
やすし

総
そう

領
りょう

事
じ

西に
し

森も
り

下か

議ぎ

「
税ぜ

い

制せ
い

改か
い

革か
く

は
６
月が

つ

ま
で
に
通と

お

る
」

は
起お

き
て
い
る
が
、
政せ

い

権け
ん

の

方ほ
う

向こ
う

は
正た

だ

し
い
」
と
締し

め
く

秋あ
き

田た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

３
月が
つ
２
２
日に
ち

れ
に
加く

わ

え
て
、
新あ

ら

た
に
カ
ス

カ
ヴ
ェ
ル
も
県け

ん

内な
い

都と

市し

と
提て

い

携け
い

を
結む

す

ぶ
話は

な
し
が
進す

す

ん
で
い
る

と
い
う
。

　
「
今こ

年と
し

は
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
年と

し

　

市し

ベ
レ
ル
の
姉し

妹ま
い

都と

市し

提て
い

携け
い

は
マ
リ
ン
ガ
／
加か

古こ

川が
わ

、

ロ
ン
ド
リ
ー
ナ
／
西

に
し
の

宮み
や

、
ク

リ
チ
ー
バ
／
姫ひ

め

路じ

、
パ
ラ
ナ

グ
ア
／
淡あ

わ

路じ

が
結む

す

ば
れ
順

じ
ゅ
ん

調
ち
ょ
う

に
交こ

う

流り
ゅ
うを
進す

す

め
て
い
る
。
そ

続つ
づ

い
て
い
く
と
確か

く

信し
ん

し
ま
す
」

と
挨あ

い

拶さ
つ

を
始は

じ

め
た
。

　

さ
ら
に
東と

う

京き
ょ
うオ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
言げ

ん

及き
ゅ
うし
、「
世せ

界か
い

の
注

ち
ゅ
う

目も
く

が
日に

本ほ
ん

に
集あ

つ

ま
る
中な

か

、
こ
こ
サ
ン
パ
ウ

ロ
で
も
日に

本ほ
ん

の
魅み

力り
ょ
くを
Ｐ
Ｒ

す
る
取と

り
組く

み
を
強

き
ょ
う

化か

し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
日に

本ほ
ん

を
観か

ん

光こ
う

さ
れ
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
魅み

力り
ょ
くに
触ふ

れ

て
」
と
呼よ

び
か
け
、「
ボ
ル
ソ

　
「
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影え
い

響き
ょ
うが
、
各か

く

業ぎ
ょ
う

界か
い

で
ど
う
現

あ
ら
わ

れ
て
い
る
か
。
ど
ん
な
対た

い

処し
ょ

を
し
て
い
る
の
か
。
皆み

な

さ
ん
が

気き

に
な
る
そ
ん
な
点て

ん

も
発は

っ

表
ぴ
ょ
う

さ
れ
る
の
で
は
」
―
―
ブ
ラ
ジ

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通つ

う

じ
て
広ひ

ろ

く

資し

金き
ん

提て
い

供き
ょ
うを
呼よ

び
掛か

け
る
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
利り

用よ
う

。
約や

く

５
０
０
人に

ん

に
よ
る
約や

く

６
０
０
万ま

ん

円え
ん

の
資し

金き
ん

協き
ょ
う

力り
ょ
くが

得え

ら
れ
た
と
い
う
。

　

日に

本ほ
ん

公こ
う

演え
ん

は
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

に

東と
う

京き
ょ
う

都と

、
大お

お

阪さ
か

府ふ

な
ど
で
３

公こ
う

演え
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

な
お
、
同ど

う

社し
ゃ

が
刊か

ん

行こ
う

す
る

世せ

界か
い

の
音お

ん

楽が
く

情じ
ょ
う

報ほ
う

月げ
っ

刊か
ん

誌し

『
ラ
テ
ィ
ー
ナ
』
は
、
４
月が

つ

発は
つ

売ば
い

の
５
月が

つ

号ご
う

を
も
っ
て
休

き
ゅ
う

刊か
ん

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
今こ

ん

後ご

は
デ
ジ
タ
ル
で
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

発は
っ

信し
ん

（w
w

w
.latin

a.co
.jp

）

を
目め

指ざ

す
と
い
う
。

会か
い

で
は
非ひ

日に
っ

系け
い

女じ
ょ

性せ
い

の
エ
ス

ピ
ン
ド
ラ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
ジ

さ
ん
が
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
、
日に

本ほ
ん

の
大た

い

会か
い

で
も
５
位い

入に
ゅ
う

賞し
ょ
うを
果は

た
し

た
。
最さ

い

近き
ん

で
は
若わ

か

者も
の

や
非ひ

日に
っ

系け
い

の
愛あ

い

好こ
う

家か

も
増ふ

え
て
お
り
、

皆み
な

本ほ
ん

当と
う

に
上

じ
ょ
う

手ず

。
民み

ん

謡よ
う

フ
ァ

ン
の
皆み

な

さ
ん
、
ぜ
ひ
応お

う

援え
ん

に

来き

て
く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か

け
た
。

く
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

公こ
う

演え
ん

を
企き

画か
く

・
開か

い

催さ
い

し
た
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

ラ
テ
ィ
ー
ナ

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
宮み

や

ヶが

迫さ
こ

ナ
ン
シ
ー
理り

沙さ

さ
ん
（
二に

世せ
い

）

が
１
月が

つ

２
７
日に

ち

に
来ら

い

社し
ゃ

し
、

話は
な
しを
聞き

い
た
。
公こ

う

演え
ん

は
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

シ
ャ
・
ラ
・
ラ
・
カ
ン
パ

ニ
ー
と
の
共

き
ょ
う

催さ
い

。

　

参さ
ん

加か

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
ギ
ン

演え
ん

を
行

お
こ
な

っ
た
。
そ
の
際さ

い

の
演え

ん
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う

な
ど
が
収

し
ゅ
う

録ろ
く

さ
れ
た
Ｃ
Ｄ

『
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

Ｔ
ｏ
ｕ
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２
０
１
９
』
が
、
１
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つ

２
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日に
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か
ら
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ん
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い

さ
れ
て
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る
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ブ
ラ
ジ
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い
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い

作さ
っ
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ょ
く

家か

で
、
ギ
タ
ー
の
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い

手し
ゅ

と
し
て
も
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ら
れ
る
ギ
ン

ガ
ら
４
人に

ん

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
、
昨さ

く

年ね
ん

４
月が

つ

に
日に

本ほ
ん

公こ
う

日に

本ほ
ん

公こ
う

演え
ん

の
演え

ん

奏そ
う

を
Ｃ
Ｄ
販は

ん

売ば
い

ブ
ラ
ジ
ル
音お

ん

楽が
く

の
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ょ

匠し
ょ
う

ギ
ン
ガ
ら

の
販は

ん

売ば
い

の

み
だ
が
、

今こ
ん

後ご

伯は
く

国こ
く

で
の
販は

ん

売ば
い

も
予よ

定て
い

さ

れ
て
い
る
。

　

ア
ー

テ
ィ
ス
ト

訪ほ
う

日に
ち

の
経け

い

費ひ

や
Ｃ

Ｄ
製せ

い

作さ
く

の
実じ

つ

現げ
ん

に

あ
た
っ
て

は
、
イ
ン



オーストラリアのチーム「レッド
ブル」は、２０２０年シーズンに
向けた新型マシンの写真をイン
ターネットサイトで紹介した。
今シーズンにはドライバーズおよ
びコンストラクターズの両タイト
ルを獲得する目的で、レッドブル
は２０２０年に向けた新型マシ
ンを発表し、RB１６マシンのフ
ロント及びサイドの写真を公開
した。ただし、リヤの写真は公開
していない。
マシンのリヤの写真を公開しな
かったのは意図的だとされてお
り、フォーミュラー１で最も高給
なエンジニアだといわれるエイ
ドリアン・ニューウェイ氏により
開発された、幾つかの最新ニュ
ースを未公開にする意図がある
と考えられている。
同チームは、マックス・フェルスタ
ッペンとアレクサンダー・アルボ

CB 500F e CB 500X modelo 
2020 ganharam melhorias na 
mecânica e no estilo
Nova embreagem e aumento 
do torque em baixa estão entre 
os destaques nos dois modelos
CB 500F: R$ 26.900,00
CB 500X: R$ 28.900,00
Andamos na Honda CB 500F 
e na CB 500X, que ganharam 
uma série de melhorias para 
continuar a trajetória de 
sucesso dos modelos que são a 
porta de entrada para a linha 
de alta cilindrada.
CB 500F
Desenhada para atender 
motociclistas que apreciam 
o estilo naked, tem na 
maneabilidade o seu grande 
ponto de destaque. Um novo 
guidão cônico proporciona 
uma pilotagem mais adequada 
e facilita o controle nas curvas.
MOTOR
O motor de 2 cilindros com 
refrigeração líquida com 
471cm3 é o mesmo para as duas 
versões com 50,4 de potência 
a 8.500 rpm e 4,53 kgf.m de 
torque, atende plenamente 
quem compra uma moto na 
categoria de 500 cilindradas.  
A taxa de compressão é de 
10,7:1. A Honda realizou um 
trabalho para incrementar o 
torque e a potência em regimes 
entre 3.000 e 7.000 rpm e o 
resultado foi um ganho foi de 
4%.
CÂMBIO
O câmbio para as duas 
versões é de 6 velocidades, 

A General Motors do Brasil 
investiu muito no Onix para 
manter a liderança no mercado 
brasileiro de automóveis. O 
novo Onix é praticamente um 
outro carro, pois do antigo 
sobraram somente o nome e o 
motor 1.0 aspirado (82cv) para 
as versões mais econômicas. 
Tudo é novo. Design externo, 
interno, painel de instrumentos 
e os novos acessórios na linha 
Premier impressionam quem 
entra no veículo.
Por fora, o Onix ganhou 
design mais reto e esportivo. 
Por dentro, o novo painel de 
instrumentos é mais elegante 
e agora conta com uma tela 
multimídia flutuante bem 
posicionada. O modelo está 

AUTOS
レ ッ ド ブ ル・ ホ ン ダ が、 ２ ０ ２ ０ 年
シ ー ズ ン 向 け 新 型 マ シ ン を 発 表

２０２０年型 CB
 500F と CB 500X が、

メカニックとスタイルを改良

Novo Onix Premier 1.0 turbo

ンの両ドライバー継続を、ヘルム
ート・マルコ首脳を通して発表し
ており、これにより、本年度にお
ける同チームのタイトル獲得は
確実視されている。
新型マシンのフロントは、この部
分の空気が流れる機能を備えた
２つの開口部に注目を集めてい
る。これにより、このマシンのバ
ランスとダウンフォースのアップ
に貢献する。
今年は、ホンダが同チームにエ
ンジンを供給するようになって
から２年目に入った。マクラーレ
ンで３シーズンに渡った困難を
切り抜けた後の２０１９年には、
驚くべき進化を遂げたとしてメル
セデスやフェラーリからの称賛
を得ている。
最近では、メルセデスのエンジ
ニアが、今年のホンダのエンジン
は、フェラーリのパワーユニット

41 mm mais largo, 23 mm 
maior na distância entre-eixos 
e com impressionantes 230 
mm a mais no comprimento. O 
aumento no tamanho do carro 
trouxe mais conforto para 
todos os ocupantes. O porta-
malas ganhou 2 litros passando 
a 291 litros de capacidade.
MOTOR - Aqui está um dos 
pontos fortes do Onix 2020, 
com um novo motor transversal, 
3 cilindros, 1.0, turbo, flex, 
com 116 cv de potência e 16,8 
kgf.m de torque. O motor turbo 
vai de 0 a 100 km/h em apenas 
10,2 segundos, sendo mais de 
2 segundos mais rápido que o 
antigo motor 1.4. Uma enorme 
evolução.
CÂMBIO – Automático de 6 

（エンジン）を凌ぐだろうと予測
している事を宣言している。
レッドブルは、メルセデスがタ
ーボハイブリッドエンジンでド
ライバーズおよびコンストラクタ
ーズの両タイトルを制覇するよう
になった２０１３年まで、このカ
テゴリーで４連覇を達成してい
た。
最近フェラーリは、今シーズン
向けの新型マシンを発表してい
る。もしフェラーリが今後もメル
セデスに敗北する場合には、チ
ーム首脳の交代も検討されてい
る。
２月１９~２１日と２６~２８日にか
けて、スペインのバルセロナサ
ーキットでプレシーズンテストが
開幕している。
今年のレースは、3月15日にオー
ストラリアGPで開幕する。

Modelo conta com novo motor 1.0 turbo com 
116 cv de potência altamente eficiente.
Onix Premier I automático : R$ 71.900,00
Onix Premier II automático: R$ 74.790,00 
(+ alerta de ponto cego + ar-condicionado digital + estacionamento automático).

新型クラッチと低トルクアップが、
両モデルの特色となっている

Na linha 2020, a linha Onix ganhou mais espaço e todos os modelos vêm equipados com 6 airbags de linha. Modelo ganhou 
impressionantes 23 cm no comprimento para aumentar o conforto principalmente para os passageiros do banco traseiro.

Red Bull Honda quer o título de pilotos e construtores na Fórmula-1 em 2020.

Honda CB 500F tem estilo naked e chega as concessionárias a partir de março ao 
preço de R$ 26.900,00 (base Estado de São Paulo). 

CB 500X. Novo painel de instrumentos em LCD para 
ambos os modelos agora vem equipado com indicador 
de marcha e um comando denominado Shift-Up, que 
avisa o momento ideal para a troca de marcha.

Durante o período de avaliação a 
nova embreagem se demonstrou 
muito mais macia que a versão 
anterior. Ganho de torque em baixa 
também é destaque.
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Amauri Teruo Yamazaki – São Paulo – SP      aty@globo.com

velocidades apresenta bom 
desempenho.
EQUIPAMENTOS – A versão 
mais cara do Onix (Premier) 
vem com equipamentos que 
não se encontram em veículos 
de categoria superior como: 
aviso de ponto cego, wifi a 
bordo (Claro), carregador sem 
fio de celular e estacionamento 
automático.
Com o novo motor o Onix 
agora proporciona prazer ao 
dirigir com um consumo médio 
de 9,7 km/l com gasolina na 
cidade. 
Com a nova geração 2020 
do Onix; Ford Ka, Renault 
Sandero, Peugeot 208 e Toyota 
Etios, não estão no páreo para 
competir com o modelo. 

com a novidade de uma 
nova embreagem deslizante 
que deixou o manete muito 
mais suave, economizando a 
energia do motociclista. A nova 
embreagem também evita que 
a roda patine em uma reduzida 
de marcha. A nova embreagem 
é um dos pontos altos da 
linha 2020 e facilita muito a 
pilotagem.
Na CB 500F, rodas de liga leve 
de 17 polegadas e 6 raios em 
formato de Y. A dianteira tem 
3,5 polegadas de largura e 
calça pneu medida 120/70-
ZR. A roda traseira tem 4,5 
polegadas de largura e o pneu 
tem medida 160/60-ZR.
Já a CB 500X, tem rodas de 
liga leve com sete raios duplos, 
a dianteira com aro de 19″ 
e largura de 2,5 polegadas, a 
traseira tem aro 17″ e largura 
de 4,5 polegadas. Pneus são 
tipo on/off na proporção 60%-

tubos de 41 mm de diâmetro 
e regulagem na pré-carga 
da mola. O curso é de 120 
mm na CB 500F e 150 mm 
na CB 500X (aumento de 
10 mm em relação à versão 
anterior proporcionando mais 
conforto).
CHASSI
O chassi tubular de aço de 
arquitetura tipo Diamond é 
igual em ambos os modelos.
CB 500X
O espírito aventureiro foi 
exaltado através do design que 
enfatiza a utilização multiuso. 
As aletas que direcionam o 
ar para o radiador e todas as 
partes plásticas das laterais 
ganharam mais definição e o 
tanque de combustível, agora 
com 17,7 litros proporciona 
maior autonomia para o 
motociclista. O banco de dois 
níveis foi redesenhado, está 
mais estreito e arredondado na 
porção dedicada ao condutor, 
facilitando o apoio dos pés no 
chão. O novo guidão contribui 
para um melhor controle 
enquanto o aumento do raio de 
esterço facilita manobras em 
baixas velocidades. Já o para-
brisa é mais alto e pode ser 
regulado através de uma barra 
metálica sendo necessário uma 
ferramenta.
GARANTIA
Para ambos os modelos 3 
anos de garantia, sem limite 
de quilometragem + Honda 
Assistance (assistência 24 
horas) durante o período da 
garantia.

40%, medida 110/80R 
M/C na dianteira e 
160/60R M/C atrás.
NOVO PAINEL
Painel digital LCB 
Black Out, equipado 
com Shift-Up (avisa o 
momento ideal para 
troca de marcha) e 
indicador de marcha 
engatada com números 
grandes facilitando a 
leitura.
SUSPENSÃO
A suspensão 
dianteira telescópica 
convencional tem 
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